
行

真幸
芋宴
毒歌
聖

芳の
毒世
の

完界
能
埼
で
の

欺
か

ら

I

と 左 な て 行 ○

天河河軍十手吉富聖三吉護
干

轍妻彊.塞
磨

岡

義

隆

歪笑壷誓書華岸裏堅塁禦至芸

慧…香華萱墓萱毒壷雲葦萱墓室聖霊曇

行

幸

宴

歌

の

世

界

-

天
平
十
二
年
聖
武
行
幸
時
の
四
泥
能
埼
で
の
歌
か
ら
-

○
キ
ー
ワ
ー
ド
=
常
住
･今
寮
･お
-
る
･さ
き
-
･丹
比
家
主
･鵠
尊
焦
せ
義

一
､
は
じ
め
に

私
は
こ
れ
ま
で
､
天
平
十
二
年

(七
四
〇
)
に
お
け
る
聖
武
天
皇
の
関
東

行
幸
に
関
わ
る

一
連
の
黄
葉
歌

(6

･
一
〇
二
九
～
一
〇
三
六
番
歌
)
に
つ
い

て
'
考
察
し
て
来
た

(注
1
)｡
こ
の
歌
群
の
中
で
､
取
り
上
げ
る
こ
と
の

な
か
っ
た

｢四
泥
能
埼
｣
で
の
歌

l
首

(6

二

〇
三
こ

と
そ
の
題
詞

･

左
注
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
歌
群
全
体
を
私
な
り
に
把
握
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

ま
ず
最
初
に
'
該
当
の
歌
群
八
首
を
こ
こ
に
掲
げ
る
｡

十
二
年
庚
辰
冬
十
月

依
大
事
少
式

藤
原
朝
臣
虞
嗣

謀
反
費

軍

事
干
伊
勢
園
之
時

河
口
行
宮

内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持

作
歌

一
首

河
口
之
野
連
林
産
而
夜
乃
歴
者
妹
之
手
本
師
所
念
鴨
(6
二

〇
二
九
)

天
皇
御
製
歌

t
首

贋

岡

義

隆

妹
ホ
懇
書
乃
松
原
見
渡
者
潮
干
乃
油
布
多
頭
鳴
渡

(6
二

〇
三
〇
)

右

l
首
今
案

吾
松
原
在
三
重
郡

相
去
河
口
行
宮
達
夫

若
疑

御
在
朝
明
行
宮
之
時

所
製
御
歌

停
者
誤
之
欺

丹
比
屋
主
真
人
歌

7
首

後
ホ
之
人
乎
恩
久
四
泥
能
埼
木
綿
取
之
泥
而
好
住
跡
其
念

(6
･
7
〇
三
こ

右
案

此
歌
者
不
有
此
行
之
作
乎

所
以
然
言

勅
大
夫
従
河

口
行
宮
還
京

勿
令
従
駕
鳶

何
有
詠
思
泥
埼
作
歌
哉

狭
凄
行
宮

大
伴
宿
祢
家
持

作
歌
二
首

天
皇
之
行
幸
之
随
吾
妹
子
之
手
枕
不
巻
月
曽
歴
去
家
留(6
･
一
〇
三
二
)

御
食
園
志
麻
乃
海
部
有
之
真
熊
野
之
小
船
木
乗
而
奥
部
椿
所
見

(
6
二

〇
三
三
)

美
濃
園
多
重
行
宮

大
伴
宿
祢
東
人

作
歌

一
首

従
古
人
之
言
来
流
老
人
之
襲
若
云
水
曽
名
ホ
負
瀧
之
瀬(6
二

〇
三
四
)

大
伴
宿
祢
家
持

作
歌

一
首



題歌 が 段初 い の

毒筆歪萱警雲量毒誓書要望軍費裏芸雲華…霊
加 r r の集 お件

聖賢琵克好清吉冒翌 夏撃
て か｣ が 住 住 分 写句 い の

ぢ与重要華甲蔓芸#n7二o王

墓要望墓莞雲蓋艶
説｣往 る 高 し

が か｣ も 棄 て

2

好婿好帰
任住往往

サ サ サ ゆ
キ キ キ か

ク ク ク ん

和 中

歌酉定鴻寓童
大全本巣菓蒙
系訳･全集抄

･注･全釈 古･

妻妾葦葦藁
軍套藁

ら 口 住

確 語｣ こ

か で の れ
な あ 信 に

も る 頼 つ

の と 度 い
で い が て

あ う 高 は
ヽ

享--=i
-_i-_=妻雪空豊壷
套慧蜜嘉

≡-i-≡妻
~
｢

そ か の 好

田
跡
河
之
瀧
乎
清
美
香
従
古
宮
仕
兼
多
重
乃
野
之
上
布(6
二

〇
三
五
)

不
破
行
宮

大
伴
宿
祢
家
持

作
歌

一
首

関
無
者
達
ホ
谷
藻
打
行
而
妹
之
手
枕
巻
手
宿
益
乎

(6
二

〇
三
六
)

こ
の
一
連
の
歌
群
の
中
に
お
い
て
'
6
二

〇
三
〇
～
一
〇
三

一
番
歌

の
二
首
が
後
補
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
､
筆
者
も
こ
の
結
論
を
正
し

い
と
理
解
す
る
も
の
で
あ
る

(注
2
)
｡
即
ち
'
家
持
歌
を
中
心
と
す
る
原

初
歌
群

｢6
二

〇
二
九
/

一
〇
三
二
-
1
〇
三
六
番
歌
｣
に
'
何
時
の

段
階
か
で

｢
1
〇
三
〇
～
一
〇
t三

番
歌
の
二
首
｣
が
増
補
さ
れ
た
も
の

が
現
行
歌
群
で
あ
り
'
今
回
姐
上
に
載
せ
る

一
〇
三

1
番
歌
は
後
補
の
倭

歌
で
あ
る
｡
こ
の
増
補
に
つ
い
て
は
当
稿
の

｢四
､
｢今
案
｣
｢案
｣
の
問

題
に
つ
い
て
｣
に
お
い
て
考
察
す
る
｡

二
､
本
文
認
定
に
つ
い
て

ま
ず
'
該
当
黄
葉
歌
の
本
文
と
そ
の
訓
み
を
認
定
し
よ
う
｡

丹
比
屋
主
真
人
歌

7
首

後
ホ
之
人
乎
思
久
四
泥
能
埼
木
綿
取
之
泥
而
好
住
跡
其
念

(6
二

〇
三
一
)

右
案

此
歌
者
不
有
此
行
之
作
乎

所
以
然
言

動
大
夫
従
河

口
行
宮
還
京

勿
令
従
駕
蔦

何
有
詠
思
泥
埼
作
歌
哉

こ
の
一
首
に
つ
い
て
は
､
そ
の
本
文
認
定

･
訓
に
関
し
て
､
問
題
点
二

件

(以
下
の

a
･
b
)
が
存
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
に
つ
い
て
'
ま
ず
確
定
し
て

お
き
た
い
｡

二
at
第
五
句
本
文
の
｢好
住
｣に
つ
い
て

第
五
句
の

｢好
住
跡
其
念
｣
に
お
け
る

｢好
住
｣
に
つ
い
て
は
'
『高
菜

集
』
古
写
本
に
お
い
て
'
｢帰
任
｣
と
す
る
も
の
と
'
｢好
住
｣
と
す
る
も

の
と
に
分
か
れ
る
｡
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

帰
任

封

･
司

･
剰

･
対

･
剥

･
図

･
脚

･
親

好
住

元t

･
虞~

･
飼

･
倒

･
姻

･
剰

(注
3
)

こ
れ
が

『高
菜
集
』
の
注
釈
書
レ
ベ
ル
に
な
る
と
'
｢帰
任
｣
｢牌
往
｣

｢好
住
｣
｢好
往
｣
の
四
通
り
の
解
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
癌

｣
か

｢好
｣
か
と
い
う
違
い
に
加
え
て
'
｢住
｣
か

｢往
｣
か
と
い
う
誤
字
説
が

加
わ
っ
て
い
る
.
そ
の
具
体
的
な
様
相
は
次
の
通
り
で
あ
る
O

牌
往

ゆ
か
ん

童
蒙
抄

･
金
子
評
釈

好
往

サ
キ
ク

高
菜
集
古
義

毒
性
)
･
窪
田
評
釈

･
佐
佐
木
評
釈

帰
任

サ
キ
ク

鴻
巣
全
釈

好
住

サ
キ
ク

定
本

･
全
註
釈

･
私
注

･
大
系

･
注
釈

･
全
集

･

中
西
全
訳
注
･
全
注
･
新
編
全
集
･
釈
注
･
新
大
系

･

和
歌
大
系

･
全
歌
講
義

こ
れ
に
つ
い
て
は
､
古
写
本
系
統
か
ら
次
点
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
｢好

住
｣
の
信
頼
度
が
高
い
こ
と
に
加
え
'
用
語

｢好
住
｣
に
関
し
て
唐
代
の

口
語
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
'
本
文

r好
住
｣
は
'
こ
の
両
側
面
か

ら
確
か
な
も
の
で
あ
る
と
見
て
よ
い
o
即
ち
'
本
文
は

r好
住
｣
で
'
そ

2



即 巌 文 こ 森の

悪書盲奮蔽墓斬
壷慧三篇粉者-蓋誓書乎乱作懸 -負

ー 巨Ft禦
七 未

昇 宗吾苧

る で 訓 と

空 は ま い

i…蔓草占占去芝書芸喜慧霊宝蓑蓋蓋;至芸

雲量雲量喜萎享…至芸都日美雪と全

き蔓墓萱注霊宗掛芸雪雲蓋蓋真筆董
3

の
訓
は

rサ
キ
ク
｣
と
な
る

(注
4
)
Q
し
か
し
な
が
ら
'
例
え
ば
鶴
久
氏

･

森
山
隆
氏
編

『黄
葉
集
』
(注
5
)
が

｢好
往
｣
の
本
文
を
取
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
'
私
自
身
に
お
い
て
､

こ
れ
ま
で
無
批
判
に
も

｢好
往
｣
の
本

文
に
し
て
し
ま
っ
て
い
た

(注
6
)O

二
b
､
第
二
句
｢恩
久
｣
第
五
句
｢念
｣の
訓
に
つ
い
て

こ
の
第
二
句

｢思
久
｣
及
び
第
五
句

｢念
｣
の
訓
に
つ
い
て
は
'
吉
井

巌
氏
の

『高
菜
集
全
注
』
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
る

(注
7
)
｡

思
は
く

オ
モ
フ

(四
段
)
の
ク
語
法
｡
オ
モ
ハ
ク

｢-
-
｣
ト
オ

モ
フ
の
形
の
表
現
で
､
｢-
-
｣
の
中
に
オ
モ
フ
内
容
を
述
べ
て
い
る
｡

シ
ノ
ハ
ク
と
よ
む
童
蒙
抄
以
下
の
説
が
多
い
が
'
直
接
引
用
文
の
前

後
を
オ
モ
フ
の
同
語
で
訓
ん
だ
旧
訓
が

1
般
的
で
あ
る
O

即
ち
'･
八
隅
知
之

吾
大
王
乃

高
敷
為

日
本
固
着
-
-
物
負
之

八

十
伴
緒
乃

打
経
而

郎
郎
瓢
都

｢天
地
乃

依
合
限

希
世
丹

と

お
も
へり
し

柴
将
牲
｣
適
由

布

大
宮
尚
美

侍
有
之

名
良
乃
京
臭
-
･

(6

二

〇
四
七
'
田
辺
福
麻
呂

｢悲
寧
柴
故
郷
作
歌

一
首
｣
)

･
従
古

都
郡
郵
即

｢懸
為
者

不
安
物
｣
卦

玉
緒
之

郷
朴
郡

い
へ
ど

瑚
詞

虞
女
等
之

心
乎
胡
粉

其
将
知

因
之
無
者

夏
麻
引

命
方
貯

借
薦
之

心
文
小
竹
荷

人
不
知

本
名
曽
懸
流

束

之
緒
丹
四
天

(
13
二
二
二
五
五
'
作
者
未
詳
)

つぐちく

･
里
人
之

吾
丹
倒
剰

r汝
懸

愛
妻
者

黄
葉
之

散
乱
有

神

名
火
之

此
山
連
柄

烏
玉
之

黒
馬
ホ
乗
而

河
瀬
乎

七
渦

渡
而

裏
牌
而

妻
者
骨
｣
卦

人
曽
部
緋

(
13
二
二
三
〇
三
､
作
者
未
詳
)

･
大
王
乃

等
保
能
美
可
度
曽
-
-
己
比
能
美
皇

安
我
麻
都
等
富

木

乎
登
善
良
我

伊
米
ホ
芽

｢奈
我
古
敷
流

曽
能
保

追
多
加
波

麻
追
大
要
乃

波
麻
由
伎
具
良
之

都
奈
之
等
流

比
美
乃
江
過
皇

多
古
能
之
麻

等
批
多
毛
登
保
里

安
之
我
母

乃

須
太
久
膏
江
ホ

乎
等
都
日
毛

伎
能
敷
母
安
里
追

知
加

久
安
良
婆

伊
麻
布
都
可
太
未

等
保
久
安
良
婆

奈
奴
可
乃
乎

知
波

須
疑
米
也
母

伎
奈
牟
和
我
勢
故

祢
毛
許
呂
ホ

奈
孤

悲
曽
余
｣
執
酢

伊
麻
布
鮎
鄭
軌
跡

(
17
･
四
〇
二

'
大
伴
家
持

｢思
放
逸
鷹
夢
見
感
悦
作
歌

一
首
｣
)

.
宇
知
比
左
須

美
也
古
乃
比
等
布

称
獣

弥

波

｢美
之
比
乃
共

等
久

安
里
｣
款

卦

己
曽

(
S
･
四

四
七
三
･
山
背
王
)

と
い
っ
た
首
尾
照
応

(注
8
)
す
る
引
用
の
訓
汝
に
よ
っ
て
､
従
来

t
般
に

訓
ま
れ
て
い
た
次
の
事
例
'

‥
-
･ひ
と
を
し
の
ぱ
く
-
-
お
も
ふ

童
蒙
抄

･
全
註
釈

･-
‥
ヒ
ト
ヲ
シ
ヌ
ハ
ク
-
-
モ
フ

盲
義

-
-
ヒ
ト
ヲ
シ
ヌ
バ
ク
‥
-
･オ
モ
フ

井
上
新
考

･
全
釈

･
総
釈

･

金
子
評
釈

･
窪
田
評
釈

･
私
注

-
…
ひ
と
を
し
の
は
く
-
-
念
ふ

佐
佐
木
評
釈

-
-
ひ
と
を
し
の
は
く
-
-
お
も
ふ

大
系

･
全
集

･
完
訳

･
中
西

全
訳
注

･
新
編
全
集

･
新
大
系

･
全
歌
講
義

で
は
な
く
て

(そ
う
い
っ
た
訓
法
も
許
容
事
例
と
し
て
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

る
が
)t
よ
り
明
確
な

｢お
も
は
く
-
-
お
も
ふ
｣
の
訓
が
よ
り
良
い
こ
と

3



と に

な

警…葦筆墨･…警萱誓蓋墓室毒み

ゆ

>

(

6

≡

し

た
ま
ひ
ヽ

従
鷲
せ

令旨
る
ヽ■■

と
勿な
し
○

何;二
に

そ
思し
泥で
の

埼…
を

詠よ

言右
ふ

､

所ゆ案
以▲ふ

は る
､に
み ヽ

勅主此

至り牽
ヽ

此
の

行

の

作
に

有
ら
ざ

る

か
0

L.大
夫
を

二河
口

行

.宮
･従よ
り
…京
に カ

よ還
み - 然畠､一

一 掃

首 し 当
｣

て 該
と い 歌 作

あ る に れ

:_i章J:;重責
書嘉iミ宗 吾
多 あ感 性 む
治 る 詞 に や
比

o

が つ
¢

莞雪雲 tl
屋､す
主 題 る
で 詞 こ
あ に の

る は 歌
と ｢

の

し 丹 作
て 比看
い 屋 と
る 主 左
o

真 注

そ 人 の
の 歌 指

義をれ『書上ておの の真人で十わ歌 と あ に敬人用
､こ 間鹿で人家あ二 つ詠勿 り は称｣字

､此 で を 丹

一留や家
く の の

秘雲雲量肇

雲雑書萱窒重量喜毒筆重量筆至
4

に
な
る

(こ
の
第
五
句
は
字
余
り
法
則
に
合
致
し
､
問
題
は
な
い
)｡
即
ち
'

-
-
ひ
と
を
お
も
は
く
-
-
お
も
ふ

旧
訓

･
注
釈

･
全
注

･
釈

注

･
和
歌
大
系

と
い
う
江
戸
期
以
前
の
古
訓
と
'
比
較
的
最
近
の
訓
み
が
良
い
｡

以
上
に
よ
り
'
該
当
歌
は
以
下
の
本
文
と
訓
と
し
て
確
定
で
き
る
｡

丹
比
屋
主
真
人
歌

7
首

後
ホ
之
人
乎
思
久
四
泥
能
埼
木
綿
取
之
泥
而
好
住
跡
其
念

(6
二

〇
三

一
)

右
案

此
歌
者
不
有
此
行
之
作
乎

所
以
然
言

勅
大
夫
従
河

口
行
宮
還
京

勿
令
従
駕
鳶

何
有
詠
思
泥
埼
作
歌
哉

丹
比
屋
主
真
人
の
歌
､

一
首
o

お
く

ひと

お
J

L
で
+tJさ

ゆ

ふ

と

さ

き

く

お
も

後

れ
に
し
人

を
思

は
く
四

泥

の

埼

木

綿

取

り
L
で
て
好

住

と
そ

念

ふ

右
､
案
ふ
る
に
､
此
の
歌
は
'

ゆ
▲

みことのり

言
ふ
所

以

は
'
勅

あ
り
て
､

しむ

(6
二

〇
三

二

みゆき

しか

比
の
行

の
作
に
有
ら
ざ
る
か
｡
然

よ

大
夫
を
河
口
行
宮
従

り
京
に
遠

へ

な

>カ

し
て

さき

よ

し
た
ま
ひ
'
従
駕
せ
令

る
こ
と
勿

し
｡
何

に
そ
恩

泥

の
塙

を
詠

み

作
れ
る
歌
､
有
ら
む
や
｡

三
､
作
者
の
問
塩
に
つ
い
て

当
該
歌
に
つ
い
て
は
､
題
詞
が
琴
不
す
る
こ
の
歌
の
作
者
と
左
往
の
指

摘
し
て
い
る
問
題
点
と
が
あ
る
｡
即
ち
'
題
詞
に
は

｢丹
比
屋
主
真
人
歌

一
首
｣
と
あ
り
'
作
者
を
多
治
比
真
人
屋
主
で
あ
る
と
し
て
い
る
｡
そ
の

用
字

｢丹
比
｣
と

｢多
治
比
｣
は
交
用
さ
れ
る
｡
題
詞
に
見
ら
れ
る

｢真

人
｣
姓
を
後
に
置
く
の
は

｢先
名
復
姓
｣
(公
式
令
68

｢授
位
任
官
｣
粂
)
の

敬
称
法
で
あ
り
'
筆
録
者
に
よ
る
敬
意
の
表
明
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
左
往

に
は

｢此
の
歌
は
'
此
の
行
の
作
に
有
ら
ざ
る
か
.
然
言
ふ
所
以
は
'
勅

あ
り
て
'
大
夫
を
河
口
行
宮
従
り
京
に
遠
へ
し
た
ま
ひ
'
従
駕
せ
令
る
こ

と
勿
し
｡
何
に
そ
思
泥
の
稀
を
詠
み
作
れ
る
歌
､
有
ら
む
や
｣
と
あ
っ
て
'

歌
詠
は
天
平
十
二
年
の
行
幸
時
で
は
な
い
と
し
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
に
関

わ
っ
て
'
当
該
歌
の
作
者
は
丹
比
真
人
雪

で
あ
り
'
や
は
り
こ
の
天
平

十
二
年
の
行
幸
時
の
歌
で
あ
る
と
し
た
の
は
'
土
佐
国
の
学
者
鹿
持
雅
澄

で
あ
っ
た
O
即
ち
'
丹
比
真
人
国
司
と
呼
称
の
よ
く
似
た
人
物
に
丹
比
真

人
家
主
が
お
り
､
こ
の
二
人
は
別
人
で
あ
る
｡
『高
菜
集
』
の
題
詞
が
丹
比

真
人
屋
主
と
し
て
い
る
の
は
'
丹
比
真
人
家
主
の
誤
写
で
あ
る
と
す
る
も

の
で
あ
る
o

鹿
持
雅
澄
の
所
説
は
後
で
詳
し
く
見
る
と
し
て
'
研
究
史
に
お
い
て
こ

の
間
題
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
'
ま
ず
は
整
理
し
て

お
こ
う
｡
古
く

『高
菜
代
匠
記
』
は
'
｢書
家
主
或
屋
主
｣
(初
稿
本
)
と
し

て
'
屋
主
と
家
主
を
同

7
人
と
見
て
い
る
O
『高
菜
集
古
義
』
の
後
は
'
井

上

『新
考
』
や
金
子

『
評
釈
』
が
古
義
説
を
踏
襲
す
る
が
'
多
く
の
注
釈

書
は
判
断
保
留
に
近
く
､
こ
の
間
題
を
避
け
て
い
る
｡
そ
う
し
た
中
で
'

『
私
注
』
は

一
案
と
し
て

｢屋
主
'
家
主
の
混
同
も
あ
つ
た
と
も
考

へ
ら

れ
る
｣
と
L
t
『
注
釈
』
は

｢屋
主
の
別
時
の
作
と
見
る
よ
り
も
家
主
の
作

を
誤
り
侍

へ
た
と
見
る
べ
で
は
な
か
ら
う
か
｣
と
す
る
｡
こ
れ
ら
は

『
古

義
』
説
に
近
い
考
え
で
あ
る
が
'
『
古
義
』
が
誤
写
と
す
る
の
に
対
し
て
'

4
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浪
岡
と
か
誤
伝
と
す
る
も
の
で
あ
る
O
そ
の
後
'
中
西
『
全
訳
注
』
も

｢混

同
か
｣
と
し

『
釈
注
』
は

｢歌
を
筆
録
し
た
最
初
か
ら
'
｢家
主
｣
を
誤
っ

た
も
の
ら
し
い
｣
と
し
て
い
る
｡
吉
井

『
全
注
』
巻
第
六
は
､
｢題
詞
に
み

え
る
丹
比
真
人
屋
主
と
似
た
名
を
も
つ
人
に
丹
比
真
人
家
主
が
あ
り
'
二

人
が
別
人
で
あ
る
こ
と
は
松
崎
英

一
(注
9
)
が
述
べ
て
い
る
が
'
こ
の
こ

と
は
す
で
に
古
義
以
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
｡
｣
と
し
つ
つ

も
､
位
階
昇
進
よ
り
見
て

『
続
日
本
紀
』
に
誤
記
が
あ
る
と
し
て
､
題
詞

の
ま
ま
が
良
い
と
す
る
｡
な
お
'
二
人
が
別
人
で
あ
る
と
い
う
認
定
は
､

早
く
に
岸
本
由
豆
流
の

『黄
葉
集
敬
語
』
が

｢さ
ら
に
別
人
也
｣
と
指
摘

し
て
い
る
｡

以
上
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
'
ま
ず
最
初
に

『黄
葉
集
古
義
』
が

問
題
提
起
し
た
｡
こ
れ
は
研
究
史
の
上
で
大
き
く
位
置
付
け
て
よ
い
｡
こ

の
鹿
持
雅
澄
の

『黄
葉
集
古
義
』
の
翻
刻
は
'

一
般
に
は
極
め
て
忠
実
で

あ
る
が
､
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
'
翻
刻
上
'
大
き
な
誤
認
が
あ
る
｡
鹿

持
雅
澄
自
身
が
'
当
初
は

『
続
日
本
紀
』
に
載
る
丹
比
家
主
と
丹
比
屋
主

と
を
混
同
し
､
執
筆
中
に
こ
の
誤
認
に
気
づ
き
'
誤
認
箇
所
を
見
せ
消
チ

に
し
て
'
修
訂
執
筆
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
そ
の
原
本
(
『稿

本
』
注
10
)か
ら
判
明
す
る
｡
そ
の
修
訂
が
錯
綜
気
味
で
あ
り
'
よ
く
読
み

こ
ま
な
い
と
わ
か
り
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
'

現
行
の
活
字
翻
刻
本
は
'
そ
の
全
て
が
宮
内
省
蔵
版
の
和
装
本
に
依
拠
し

て
翻
字
し
て
お
り
'
全
て
こ
の
誤
認
本
文
と
な
っ
て
い
る
｡
私
が
確
認
し

た
も
の
は
'
次
の
通
り
で
あ
る
(刊
行
年
月
は
､
該
当
歌
所
収
の
巻
第
六
の
翻
刻

所
収
巻
の
も
の
で
あ
る
)｡
(翻
刻
出
版
の
確
認
に
つ
い
て
は
t
NA
CSIS
Webcat
に
よ

っ
た
)
ら

･
｢明
治
二
十
四
年
版
｣
(和
装
版
杢

(宮
内
省
蔵
版
､
一
八
九
一
年
一
〇

月
)

･
｢
明
治
三
十

1
年
版
｣
(和
装
活
字
本
)
(吉
川
半
七
二

八
九
八
年
七
月
'

注
11
)

･
r大
正
二
年
版
｣
(国
書
刊
行
会
､
7
九
二
l亭

1
月
)-

明
治
三
十
一

年
版
の
再
版
と
明
示
｡

･
｢昭
和
三
年
版
｣
(名
著
刊
行
会
'
1
九
二
八
年
四
月
)

･
｢昭
和
七
年
版
｣
(精
文
館
'
一
九
三

一年
六
月
)

･
r昭
和
二
十
年
版
｣
青
黒
書
店
'
7
九
四
五
年
二
万
)

こ
う
い
う
次
第
で
あ
る
の
で
'
今
'
こ
の
該
当
箇
所
に
つ
い
て
､
『稿
本
』

に
よ
っ
て
復
元
細
字
し
て
左
に
示
す
｡

丹
比
屋
主
真
人
は
'
今
按
に
'
屋
主
は
家
主
を
質
し
誤
れ
る
な
る
べ

L
t
さ
る
は
家
主
と
い
ふ
人
も
､
屋
主
と
い
ふ
人
も
同
時
に
あ
り
て
､

官
位
も
大
か
た
同
じ
は
と
に
歴
た
れ
ば
へ
よ
う
せ
ず
は
'
浪
る
ば
か

り
な
れ
ば
'
注
者
等
多
く
は
是
を
同
人
と
意
得
た
め
れ
ど
､
よ
く
見

0
0
0
0

0
0
0

れ
ば
決
て
別
人
に
て
'
家
主
は
イ

へ
ヌ
シ
'
屋
主
は
ヤ
ヌ
シ
ト
唱

へ

し
な
る
べ
L
t
さ
て
こ
れ
を
同
人
と
意
得
た
る
よ
り
'
ゆ
く
り
な
く

後
に
貫
し
侍
る
人
の
'
家
を
屋
と
誤
れ
る
な
る
べ
し
､
殊
に
屋
主
は
'

ノ

ノ

ノ

ノ

集
中
に
も
'
八
巻
H八
に
'
大
蔵
少
輔
丹
比
屋
主
異
人
と
見
え
た
れ
ば
､

ユ
ヱ

同
人
と
思
ひ
混
ひ
し
も
う
べ
な
り
'
さ
て
か
く
い
ふ
所
以
は
､
次
に

ノ

ミト
モツカ
へ

続
紀
を
引
る
如
く
'
家
主
は
'
此
度
の
行
幸
に
'
従

駕

ま
つ
れ
る

よ
し
見
え
て
'
屋
主
は
見
え
ざ
れ
ば
'
き
は
め
て
家
主
な
る
べ
L
t

家
主
は
､
続
紀
に
､
元
正
天
皇
養
老
七
年
九
月
己
卯
､
出
羽
国
司
正

5
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ノ

六
位
上
多
治
比
真
人
家
主
言
'
云
々
'
聖
武
天
皇
天
平
九
年
二
月
戊

ノ

ニ

ヲ

子
'
正
六
位
上
多
治
比
真
人
家
主
授
二従
五
位
下
｢

十
二
年
十
月
壬

ノ

ノ

二

午
'
行
丁
幸
伊
勢
国
一'
十

一
月
丁
酉
'
進
至
二鈴
鹿
郡
赤
坂
頓
宮
｢

二

コト
ニ

ヲ

ノ

甲
辰
夢
一陪
従
云
々
等
.'
賜
二爵

人

t
級
一㌧
従
五
位
下
多
治
比
真

ラ

人
家
主
授
二従
五
位
上
一㌧
十
三
年
八
月
丁
亥
'
従
五
位
上
多
治
比
真

コノ

人
家
主
為
..鋳
銭
長
官
.'
孝
謙
天
皇
天
平
勝
宝
三
年
正
月
己
酉
'
従

ノ

ニ

ヲ

五
位
上
多
治
比
真
人
家
主
授
二正
五
位
下
一'
六
年
正
月
契
卯
'
天
皇

こ

ヲ

テ

ノ

御
二束
院
一宴
二
五
位
巳
上
｢

有
レ勅
'
召
二正
五
位
下
多
治
比
真
人
家

ラ

主
云
Q
l､
於
二御
前
t即
授
二従
四
位
下
.､
天
平
宝
字
四
年
三
月
契
亥
'

ノ

ヤ
rq,ン

散
位
従
四
位
下
多
治
比
真
人
家
主
卒
と
見
え
た
り
､
屋

主

の
侍
は
､

ノ

ク

八
巻
に
至
り
て
委
注
べ
し
/
屋
主
は
膚
紀
に
聖
武
天
皇
神
亀
元
年

(ママ)

二
月
壬
子
正
六
位
上
多
治
真
人
屋
主
授
従
五
位
下
'
天
平
十
七
年
正

月
乙
丑
従
五
位
上
'
十
八
年
九
月
己
巳
従
五
位
上
多
治
比
真
人
屋
主

為
二備
前
守
一'
二
十
年
二
月
己
未
正
五
位
下
､
孝
謙
天
皇
勝
宝
元
年

ノ
ト

閏
五
月
朔
為
二左
大
舎
人
頭
.と
見
え
た
り
､
同
時
に
多
治
比
真
人

イ
ヘヌシ

家
主
と
い
ふ
人
有
て
､
官
位
も
大
か
た
同
じ
は
と
に
歴
た
れ
は
い
と

混
ら
は
し
別
人
な
り
紛
ふ

へ
か
ら
ず

こ
の
丹
比
真
人
家
主
と
丹
比
真
人
屋
主
と
を

『
続
日
本
紀
』
等
に
よ
っ

て
両
者
対
照
し
て
示
す
と
次
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
O

『
続
日
本
紀
』
の
記
事
自
体
に
混
乱
が
あ
る
と
考
え
る
と
､
基
礎
デ
ー

タ
に
揺
ら
ぎ
が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
'
そ
れ
は
採
ら
な
い
o
次
頁
の
表
【家

主
･屋
主
-
両
者
対
照
】
に
よ
っ
て
考
え
る
と
､
以
下
の
結
論
と
な
る
｡

ま
ず
､
多
治
比
真
人
家
主
と
多
治
比
真
人
屋
主
と
は
別
人
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
｡
こ
れ
は
､
丹
比
真
人
屋
主
に
関
し
て
神

色
元
年
(七
二
四
二
l月
壬
子
条
に

｢天
皇
臨
軒
｣
と
あ
り
'
正
六
位
上
か
ら

従
五
位
下
へ
の
昇
叙
記
事
が
あ
り
､

一
方
'
丹
比
真
人
家
主
に
つ
い
て
は

そ
の
十
三
年
後
の
天
平
九
年
(七
三
七
)
二
月
戊
午
条
に

｢天
皇
臨
朝
｣
と
あ

り
､
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
へ
の
昇
叙
記
事
が
あ
っ
て
'
両
者
が
別
人

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
O
こ
れ
は
多
く
の
本
が
認
め
る
と
こ
ろ
で

あ
る
｡
武
田
祐
吉
氏
は
､
｢兄
弟
で
屋
主
の
方
が
兄
で
で
も
あ
っ
た
の
だ
ら

う
｣
(『全
註
釈
』)
と
す
る
が
､
兄
弟
な
の
か
ど
う
か
'
そ
こ
ま
で
は
踏
み

込
む
こ
と
が
出
来
な
い
.
た
だ
同

1
人
物
で
あ
る
と
す
る
『
高
薬
代
匠
記
』

の
見
解
は
否
定
し
て
良
い
｡
吉
井
巌
氏
の

『全
注
』
の
よ
う
に

『
続
日
本

紀
』
の
記
事
自
体
に
誤
記
を
見
る
見
解
は
､
そ
の
後
の
叙
位
次
第
か
ら
見

て
も
苦
し
い
こ
と
と
な
っ
て
来
る
｡

た
だ
し
'
丹
比
真
人
家
主
は
'

参
議
兵
部
卿
従
三
位
多
治
比
真
人
長
野
亮
O
長
野
'
大
納
言
従
二
位

池
守
之
孫
'
散
位
従
四
位
下
家
主
之
子
也
｡

(『続
日
本
紀
』
延
暦
八
年
十
二
月
己
丑
条
)

従
二
位
大
納
言
多
治
比
真
人
池
守
幕
｡
左
大
臣
正
二
位
嶋
之
第

一
子

也
｡

(『続
日
本
紀
』
天
平
二
年
九
月
己
未
条
)

と
あ
り
'
次
の
系
譜
を
辿
る
こ
と
の
出
来
る
人
物
で
あ
る
｡

左
大
臣
正
二
位
嶋
I

(案
I
子
)
従
二
位
大
納
言
池
守
-

家
主
-

-
参
議
従
三
位
長
野

こ
の
よ
う
に
'
当
時
に
あ
っ
て
著
名
な

一
族
で
あ
り
､
吉
井
巌
氏
が
不

審
を
言
う
叙
位
の
遅
れ
は
'
確
か
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

6
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he
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天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 天 神 養

平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 亀 老
宝 勝 勝 勝 二 十 十 十 十 九 九 元 七

字 宝 宝 宝 十 八 七 三 二 年 年 年 年

買套重責芸芸芸芸芸至至至至
セ セ セ セ 四 四 四 四 四 セ セ 四 三

看毒至芸至宝喜天空善言言責
三 正 正 閏 月 月 月 月

月 月 月 五 月

月

出 多

萱窒
EPo主

四
六

軒
儀

体
の

名
文
0

正 多

重 窒
1 人

望 空
位
下

赤 因 正
坂 幡 六

頓 国 位
宮 赴 上

で慧1
従 た 従
五 め 五

位 但 位
下 馬 下

1警
従 通
五 退

位 (

t5
0

■-

勅
大

夫
従
河

口

行

宮
還
京
｣

高
莱

o=

左

聾

牡
四

泥

能

L*
の

敬
⊆昌

吉

莱
集

冒

9

甘

左 従 備 従

大 玉 前 五

舎 位 守 位
人 上 下

頭1
J

正 従
五 五

位 位
下 上

鋳
銭
長

官

卒 正 従
o

五 五

位 位
下 上

1 1

従 正

四 五

位 位
下 下

毎
吹

未

翠

詠

敬

育
⊆iコ

ii一

帯
莱
集
』

8
●

四

甲
ヽ

大

蔵
少

壁

表

【家
主
･産
主

-
両
者
対
照
】

*
表
注
記
=
天
平
九
年
某
月
の
但
馬
国
通
過
記
事
は
'
正
倉
院
文
書

｢但
馬
国
正
税
帳
｣
(『
大
日
本
古
文
書
』
二
'
『
正
倉
院

古
文
書
影
印
集
成

･
二
』
正
集
第
二
九
巻
)
に
よ
る
｡
『
続
日
本
紀
』
以
外
の
文
献
は
他
に

『
黄
葉
集
』
が
あ
る
｡

養
老
七
年
(七
二
三
)
九
月

神
色
元
年
(七
二
四
)
二
月

天
平
九
年
(七
三
七
)
二
月

天
平
九
年
(七
三
七
)
某
月

天
平
十
二
年
(七
四
〇
)十
一
月

天
平
十
三
年
(七
四

二
八
月

天
平
十
七
年
(七
四
五
)
正
月

天
平
十
八
年
(七
四
六
)
九
月

天
平
二
十
年
(七
四
八
)
二
月

天
平
勝
宝
元
年
(七
四
九
)
閏
五
月

天
平
勝
宝
三
年
(七
五

7
)
正
月

天
平
勝
宝
六
年
(七
五
四
)
正
月

天
平
宝
字
四
年
(七
六
〇
)三
月

多
治
比
真
人
家
主

出
羽
国
司
家
主
上
申
｡
四
六
併
催
体
の
名
文
｡

多
治
比
真
人
屋
主

正
六
位
上

1

従
五
位
下

正
六
位
上

1

従
五
位
下

因
幡
国
赴
任
の
た
め
但
馬
国
を
通
過

(
*
)0

赤
坂
頓
宮
で
｡
従
五
位
下

1

従
五
位
上

｢勅
大
夫
従
河
口
行
宮
還
京
｣
(高
菜

1
〇
三

7
左
往
)

=
=
｢
四
泥
能
埼
｣
の
歌
(『寓
葉
集
』6
･
一
〇
三

〓

-

従
五
位
下

1

従
五
位
上

備
前
守

従
五
位
上

1

正
五
位
下

左
大
舎
人
頭

鋳
鉄
長
官

従
五
位
上

1

正
五
位
下

正
五
位
下

1

従
四
位
下

卒
｡

-
-
-
-
年
次
未
詳
-
-
-
-

詠
歌

一
首
(
『黄
葉
集
』
8
二

四
四
二
'
大
蔵
少
輔
)
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=
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｣
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さ
て
'
右
に
よ
り
､
『黄
葉
集
』
該
当
歌
の
左
往
の
記
述
か
ら
､
伊
勢
国

河
口
の
地
点
ま
で
､
両
者
は
陪
従
し
て
い
た
が
'
河
口
の
地
で
多
治
比
真

人
屋
主
は
'
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
'
都
に
戻
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が

良
か
ろ
う
｡
『黄
葉
集
』
当
該
歌
の
左
往
に

｢勅
大
夫
従
河
口
行
宮
遼
東
､

勿
令
従
駕
蔦
｡
｣
と
あ
る
の
は
行
幸
従
駕
者
で
あ
れ
ば
誰
し
も
記
憶
に
あ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
L
t
こ
の
記
述
は
信
を
置
く
こ
と
の
出
来
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
｡
加
う
る
に
'
こ
の
こ
と
と

『
続
日
本
紀
』
の
赤
坂
に
お
け
る
叙

位
記
事
は
整
合
し
て
い
る
｡
即
ち
'
多
治
比
真
人
家
主
は
叙
位
記
事
中
に

そ
の
名
が
あ
り
'
多
治
比
真
人
屋
主
は
叙
位
記
事
中
に
そ
の
名
が
確
認
で

き
な
い
o
こ
の
叙
位
は
､
陪
従
有
位
者
全
員

(五
十
一
名
)
に
対
し
て
の
も

の
で
あ
り
､
赤
坂
の
地
に
お
い
て
多
治
比
真
人
屋
主
が
行
を
と
も
に
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
見
て
よ
い

(注
12
)

｡

従
っ
て
へ
当
該
歌
左
注
が
指
摘
す
る
通
り
へ
当
該
歌
を

『
高
菜
集
』
題

詞
の
記
述
の
ま
ま
の
形
で
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
く
る
｡

可
能
性
と
し
て
は
'
題
詞
に
お
け
る
錯
誤
が
妥
当
し
よ
う
｡
即
ち
'
当

該
歌
左
往
は
別
の
時
点
で
の
詠
作
で
あ
る
と
提
起
し
て
い
る
が
(
｢右
案
､

此
歌
者
不
有
比
行
之
作
乎
二

㌧
そ
の
こ
と
よ
り
も
'
題
詞
に
お
け
る

｢丹
比

屋
主
真
人
｣
は

｢丹
比
家
主
真
人
｣
の
誤
認
で
あ
る
と
見
る
こ
と
の
方
に

蓋
然
性
が
あ
る
｡
た
だ
し
'
そ
れ
が
誤
写
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
'

混
同
な
の
か
､
誤
伝
な
の
か
は
'
判
然
と
し
な
い
｡
原
因
究
明
は
さ
て
お

い
て
'
何
ら
か
の
誤
認
錯
誤
事
項
が
あ
っ
て
､
両
者
の
取
り
違
え
が
起
き

て
い
る
と
判
定
す
る
の
が
よ
い
｡

丹
比
真
人
屋
主
に
は
'
『
黄
葉
集
』
巻
第
八
に
そ
の
第
二
子
(丹
比
真
人
乙

麻
呂
)
の
詠
歌
(8
二

四
四
三
)と
共
に
自
身
の
詠
歌
(8
二

四
四
二
)が
載
り
､

そ
の
歌
は
紛
う
こ
と
な
く
'
丹
比
真
人
屋
主
自
身
の
作
で
あ
る
と
確
認
で

き
る
歌
が
存
在
し
て
い
る
｡

大
蔵
少
輔
丹
比
屋
主
真
人
歌

一
首

難
波
連
布

人
之
行
礼
波

後
居
而

春
菜
採
鬼
平

見
之
悲
也

(8

二

四
四
二
)

丹
比
真
人
乙
麻
呂
歌

l
首

屋
主
真
人
之
第
二
子
也

霞
立

野
上
乃
方
ホ

行
之
可
波

鷺
鳴
都

春
ホ
成
良
恩

(8
･
一
四
四
三
)

おく
れ
ゐ
て

偶
然
で
は
あ
ろ
う
が
'
右
の
彼
の
詠
作
中
に
は
'
｢
後
居
而
｣
(8

二

四
E
]1
1)
の
表
現
が
あ
る
.
し
か
し
な
が
ら
､
そ
う
い
う
表
現
上
の
こ
と
を

考
え
る
な
ら
ば
'

1
方
の
多
治
比
真
人
家
主
に
は
'
養
老
七
年
(七
二
三
)

九
月
に
'
出
羽
国
司
と
し
て
の
上
申
の

｢解
｣
が
残
っ
て
い
る
｡
そ
の
経

緯
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
'
そ
の

｢解
｣
の
文
章
自
体
が

『続

日
本
紀
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
､
こ
れ
が
名
文
と
認
め
ら
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
O
そ
の

｢解
｣
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
.

家
主
言
､
｢蝦
夷
等
据
五
十
二
人
､
功
効
巳
顕
'
酬
賞
未
霧
｡
仰
頭

引
領
､
久
望
天
恩
o
伏
惟
､
芳
餌
之
末
､

必繋
深
淵
之
魚
'
覇

表

討
叫
O
今
夷
愚
闇
､
始
趨
奔
命
Q
久
不
撫
慰
'
恐
二

解
散

o仇
具
状
請
裁
｣O
有
効
'
随
彼
勲
練
へ
並
加
賞
爵
o

(『続
日
本
紀
』
'巻
第
九
'
養
老
七
年
九
月
己
卯
条
)

と
あ
る
O
四
字
句
を
柱
と
す
る
の
は

｢解
｣
の
常
で
あ
る
が
'
中
に
固
司

朗
個
詞
を
交
え
て
い
て
'
こ
の
文
に
は
帝
も
感
じ
入
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

8
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9

う
｡

当
該
歌
第
五
句
に
は

｢好
住
跡
其
念
｣
と
あ
り
'
｢好
住
｣
と
い
う
中

国
通
と
し
て
の
当
時
の
口
語
が
使
用
さ
れ
て
お
り
'
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
指
摘
で
き
る
｡

即
ち
'
こ
う
し
た
表
現
の
面
か
ら
だ
け
で
は
'
両
者
共
に
決
め
手
に
欠

け
る
こ
と
に
な
る
｡

結
論
と
し
て
は
'
当
該
の

『黄
葉
集
』
巻
第
六
の
1
〇
三

一
番
歌
の
作

者
は
'
多
治
比
真
人
家
主
で
あ
る
と
い
う

『高
菜
集
古
義
』
の
指
摘
に
落

ち
着
く
こ
と
に
な
る
｡

さ
て
'当
該
歌
の
左
往
に
つ
い
て
の
言
及
が
注
釈
書
に
あ
る
｡
今

一
度
'

当
該
左
注
を
こ
こ
に
引
こ
う
O

右
案

此
歌
者
不
有
此
行
之
作
乎

所
以
然
言

勅
大
夫
従
河

口
行
宮
還
京

勿
令
従
駕
鳶

何
有
詠
思
泥
埼
作
歌
哉

『
釈
注
』
に
お
い
て
､
｢左
往
は
-
中
略
-
前
歌
の
作
者
家
持
と
は
無
縁

の
､
後
人
が
書
い
た
文
章
な
の
で
あ
ろ
う
｡
｣
(
一
〇
三
〇
番
歌
条
)'
｢先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
'
こ
の
あ
た
り
は
家
持
が
提
出
し
た
資
料
と
思
わ
れ
る

が
'

一
〇
三
〇
～
一
に
は
同
行
し
た
家
持
な
ら
ば
犯
し
そ
う
も
な
い
不
審

が
多
い
o
T
〇
三
〇
～
一
は
'
巻
六
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
､
後
考
を
侯
つ

べ
き
点
が
多
い
o
｣
(
一
〇
三
一
替
歌
条
)
と
伊
藤
博
氏
は
指
摘
し
て
い
る
O

そ
の

｢巻
六
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
､
後
考
を
侯
つ
べ
き
点
｣
が
'
当
稿
の

｢は
じ
め
に
｣
で
示
し
た
よ
う
に
､
既
に
影
山
尚
之
氏
と
新
沢
典
子
氏
に

よ
っ
て
'
提
示
さ
れ
て
い
る
｡
即
ち
へ
6
･
一
〇
三
〇
～
一
〇
三

一
番
歌

の
二
首
を
別
資
料
と
す
れ
ば
'
6
･
一
〇
二
九
～
一
〇
三
六
番
歌
は
大
伴

家
持
の
歌
と
大
伴
東
人
の
一
首

(6

二

〇
三
四
)
に
な
り
､
家
持
の
個
人

的
色
彩
の
強
い
歌
群
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
O

こ
れ
に
'
後
に
な
っ
て
､

該
当
の
二
首
資
料
が
原
資
料
の
ま
ま
に
切
り
継
が
れ
た
の
で
あ
る
O

こ
の

間
の
経
緯
に
つ
い
て
'
次
で
詳
し
く
考
え
て
み
た
い
｡

四
､
｢今
案
｣
｢案
｣
の
問
題
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
'
影
山
尚
之
氏
と
新
沢
典
子
氏
の
成
果
の
上
に
立
っ
て
､
6
･

一
〇
三
〇
-
1
〇
三

一
番
歌
に
お
け
る
増
補
構
造
に
つ
い
て
'
考
察
し
た

い
｡
両
論
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
論
と
し
て
の
趣
意
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
'
今
は
そ
れ
を
横
に
置
き
'
6
二

〇
三
〇
～
一
〇
l三

番
歌
が

家
持
歌
群
に
増
補
さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
成
的
側
面
の
み
を
ベ
ー
ス
に
し

て
'
以
下
の
考
察
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
｡

さ
て
､
｢原
初
歌
群
｣
(Ⅰ
)
は
'
｢6
･
1
〇
二
九
/

一
〇
三
二
～
一
〇

三
六
番
歌
｣
(題
詞
に
つ
い
て
は
後
に
言
及
)
で
あ
る
｡
こ
れ
は
大
伴
東
人
の

一
首
を
含
む
が
'
大
伴
家
持
の
歌
群
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
り
'
｢家
持

の
手
控
え
歌
群
｣
で
あ
る
｡
こ
れ
に

｢増
補
歌
群
｣
(6

二

〇
三
〇
～
一
〇

三
1
番
歌
)
が
あ
り
'
増
補
さ
れ
た
結
果
が
現
行
の
歌
群

(6

二

〇
二
九
-

1
〇
三
六
番
歌
)
で
あ
る
.
こ
の

｢増
補
歌
群
｣
を
今

一
度
掲
出
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
o

天
皇
御
製
歌

-
育

妹
ホ
懇
書
乃
松
原
見
渡
者
潮
干
乃
油
布
多
頭
鳴
渡

(6
二

〇
三
〇
)

右

一
首
剣
粛

吾
松
原
在
三
重
郡

相
去
河
口
行
宮
遠
臭

若
疑

御
在
朝
明
行
宮
之
時

所
製
御
歌

倖
者
誤
之
欺

9



さ｢と
｢歌
く 者の ノ1残 と い し ち こ - あ

､の 6 る こ

後 丹

人 主

■-

従=
河)

六 な と 案 と 集

悪妻重要蓑8o急丁存歪誉吾妻毒筆墓
至芸喜電撃蓋寧軍藁葺芋蔓警針吾

10

丹
比
屋
主
真
人
歌

l
首

後
布
之
人
乎
思
久
四
泥
能
埼
木
綿
取
之
泥
而
好
住
跡
其
念

(6
･
一
〇
三
二

右
剰

此
歌
者
不
有
此
行
之
作
乎

所
以
然
言

勅
大
夫
従
河

口
行
宮
還
京

勿
令
従
駕
鳶

何
有
詠
思
泥
埼
作
歌
哉

こ
の
二
首
の
左
往
に
留
意
す
る
と
'
｢今
案
｣
と
あ
る
も
の
と

｢案
｣
と

あ
る
も
の
が
存
在
し
'
｢右

1
首
今
案
｣
(6

二

〇
三
〇
左
往
)
と

｢右
案
｣

(6
二

〇
三
1
左
往
)
と
は
レ
ベ
ル
が
同

1
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
C

こ
の

｢今
案
｣
に
つ
い
て
は
'
城
崎
陽
子
氏
に
研
究
が
あ
る

(注
は
)｡
即

ち
､
『高
菜
集
』
中
に
見
ら
れ
る

｢今
案
｣
事
例
全

一
七
件
に
つ
い
て
検
討

し
た
成
果
で
あ
り
'
城
崎
氏
は
そ
の
全

一
七
件
の

｢編

･
施
注
者
｣
に
つ

い
て
､
A
･
B

･
C

･
D
区
分
を
示
し
て
い
る
｡
即
ち
'
巻
第

一
の
三
件

と
巻
第
二
の
一
件

(2
･
〓
ハ
五
～
一
六
六
)
を

｢編

･
施
注
者
A
｣
と
L
t

残
る
巻
第
二
の
一
件

(2

･
九
〇
)
と
巻
第
三

･
巻
第
四

･
巻
第
六

(巻
第

八
…
た
だ
し
用
例
は
な
い
)
の
九
件
を

｢編

･
施
注
者
B
｣
と
し
'
巻
第
十
三

の
二
件
を

｢編

･
施
注
者
C
｣
と
L
t
巻
第
十
六
の
t
件
を

｢編

･
施
注

者
D
｣
と
し
て
い
る
｡
こ
の
論
中
に
お
い
て
､
個
別
事
例
の
分
析
が
詳
し

く
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
'
な
ぜ
か
当
該
歌
群
で
あ
る

一
〇
三
〇
番

歌
左
往
に
つ
い
て
は
'
避
け
る
か
の
如
く
記
述
が
な
い
｡
し
か
し
な
が
ら
､

｢巻
三
'
四
'
六
を
ひ
と
く
く
り
に
す
る

｢編

･
施
注
者
B
｣
の
態
度
｣

と
あ
っ
て
'
巻
次
編
纂
論
か
ら
右
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の

｢編

･
施
注
者
B
｣
が
誰
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
推
測
は

さ
て
お
い
て
'
こ
の
注
記
は
巻
第
lテ

巻
第
四

･
巻
第
六

(巻
第
八
)
が
編

集
さ
れ
た
最
終
段
階
に
お
け
る
注
記
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
を
つ
け
る
こ

と
が
出
来
よ
う
.
こ
れ
に
対
し
て
'

一
〇
三

一
番
歌
左
往
に
お
け
る

｢右

案
｣
か
ら
始
ま
る
注
記
は
､
そ
れ
と
は

｢手
｣
が
違
い

(｢今
案
｣
と

｢案
｣

と
い
う
用
語
の
違
い
に
よ
る
)'
｢手
｣
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
施
注
時
期
が
異

な
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
｡

以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
'
こ
の
巻
第
六
の
一
〇
二
九
-
1
〇
三

六
番
歌
の
増
補
形
成
過
程
に
つ
い
て
'
合
理
的
な
解
釈
を
施
し
た
い
O

第

一
次
形
成

(原
初
歌
群
を
基
に
す
る
歌
群
)
(Ⅰ
)

河
印
行
励
叫内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌

一
首

･
｢歌
｣
(6

･
〓
∪
二
九
)

細盟
讐
川
封
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
二
首

･
｢歌
｣
(6

二

〇
三
二
～
三
)

美
濃
国
劇
禦
m川劇
叫大
伴
宿
祢
東
人
作
歌

1
首
･
r歌
｣
(6

二

〇
三
四
)

大
伴
宿
祢
家
持
作
歌

1
首
･
｢歌
｣
(6
二

〇
三
五
)

再
開
珂
固
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌

一
首

･
｢歌
｣
(6

二

〇
三
六
)

第

一
次
形
成

(Ⅰ
)
は
'
右
の
よ
う
に
'
｢○
○
行
宮
｣
と
い
う
作
詠
地

と
共
に
'
作
者
名
が
記
さ
れ
'
家
持
を
中
心
と
し
た
歌
群
で
構
成
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
｡

第
二
次
形
成

(増
補
歌
群
の
切
り
継
ぎ
)

(

Ⅱ

)

右
の
Ⅰ
に
､
次
の
二
首
が
増
補
さ
れ
た
｡

天
皇
御
製
歌

一
首

･
｢歌
｣
(6

二

〇
三
〇
)

丹
比
屋
主
真
人
歌

1
首

･
｢歌
｣
(6

二

〇
三
1
)

こ
れ
は
､
新
沢
典
子
氏
が

｢家
持
が
手
控
え
に
あ
っ
た
自
ら
の
歌
を
'

10
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■■一

次 次
0

夏雲岩Lt
予巻の見
フ で で え

夫重責峯喜毒
従 る･注 地

河 o巻記 域

ll

行
程
順
に
整
理
し
'
そ
の
後
､
歌
に
含
ま
れ
る
地
名
を
参
考
に
'
他
の
歌

人
の
歌
を
挿
入
し
て
い
っ
た
｣
(注
14
)
と
指
摘
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
'

そ
の
挿
入
者
が
家
持
で
あ
る
か
否
か
は
今
措
い
て
'
新
沢
氏
が
指
摘
す
る

よ
う
に
'
ま
さ
に

｢行
程
順
に
｣

一
〇
三
〇
-
1
〇
三

1
番
歌
が
切
り
継

ぎ
の
形
で
増
補
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o
よ
っ
て
､

T
〇
三
〇
番
歌
も

I
〇
三

1
番
歌
も

｢河
口
行
宮
｣
で
の
詠
歌
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
'
結

果
的
に
Ⅰ
歌
群
の

｢○
○
行
宮
｣
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
｡

第
三
次
形
成

二

〇
三
〇
番
歌
左
往
の
施
注
)

(

Ⅲ

)

右
の
Ⅱ
に
､
次
の
一
〇
三
〇
番
歌
左
往
が
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

右

1
首
今
案

吾
松
原
在
三
重
郡

相
去
河
口
行
宮
遠
実

若
疑

御
在
朝
明
行
宮
之
時

所
製
御
歌

博
者
誤
之
欺

Ⅱ
は
､
単
に
行
程
順
に
増
補
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
､
結
果
的
に

｢○
○
行
宮
｣
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
'
こ
の
一

〇
三
〇
番
歌
が

｢河
口
行
宮
｣
で
の
詠
歌
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
｡
こ
れ
を
お
か
し
い
と
理
解
し
た

｢編

･
施
注
者
B
L
が

｢吾
松
原
在

三
重
郡
｡
相
去
河
口
行
宮
遠
臭
｡
若
疑
御
在
朝
明
行
宮
之
時
'
所
製
御
歌
'

博
者
誤
之
欺
｡
｣
と
書
き
込
ん
だ
の
で
あ
る
｡
一
〇
三
〇
番
歌
の

｢妹
ホ
轡

吾
乃
｣
は
､
そ
の
下
の

｢松
原
｣
に
冠
す
る
単
な
る
序
詞
で
あ
り
'
も
と

よ
り

｢吾
乃
松
原
｣
と
い
う
地
名
で
は
な
い
が
'
そ
れ
を
三
重
郡
に
存
在

あかi
つはら

す
る

｢吾
松
原
｣
(赤
松
原
)
の
こ
と
で
あ
る
と
誤
解
し
た
施
注
者
が
疑
問

を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
O
｢赤
松
原
｣
は
'
｢大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記

資
材
帳
｣
(注
ほ
)
に

｢三
重
郡
飼
国
側
百
町
｣
と
見
え
る
三
重
郡
の
地
域

名
で
あ
り
､
そ
れ
を
こ
の
施
注
者
は
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
注
記

の
施
注
は
'
｢十
五
巻
本
高
菜
集
｣
の
基
幹
と
な
る
巻
で
あ
る
巻
第
三
･
巻

第
四
･巻
第
六
･巻
第
八
が
形
成
さ
れ
た
時
点
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
｡

第
四
次
形
成

(
一
〇
三

1
番
歌
左
往
の
施
注
)

(

Ⅳ

)

右
の
Ⅲ
に
'
次
の
一

〇
三
一
番
歌
左
往
が
施
さ
れ
た
｡

右
案

此
歌
者
不
有
此
行
之
作
乎

所
以
然
言

勅
大
夫
従
河

口
行
宮
還
京

勿
令
従
駕
蔦

何
有
詠
思
泥
埼
作
歌
哉

こ
の
一
〇
三

一
番
歌
左
往
が
施
さ
れ
た
時
期
は
､
｢十
五
巻
本
高
菜
集
｣

の
段
階
か
､
或
い
は
二
十
巻
本
の
形
成
時
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
｡
こ

の
注
記
者
は
'

一
〇
三
一
番
歌
の

｢四
泥
能
埼
｣
の
位
置
を
よ
く
知
っ
て

い
た
の
で
あ
る
｡
｢四
泥
能
埼
｣
の
位
置
を
知
ら
な
け
れ
ば
'
｢河
口
行
宮
｣

で
の
詠
歌
と
い
う
理
解
で
も
全
く
問
題
は
無
い
の
で
あ
る
が
'
そ
の
位
置

を
よ
く
知
っ
て
い
る
が
故
に
､
疑
問
が
生
じ
た
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
左
往

の
中
に

｢勅
大
夫
従
河
口
行
宮
還
京
'
勿
令
従
駕
蔦
｡
｣
と
あ
り
'
施
注
者

は
こ
の
行
幸
従
駕
の
一
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
と
な
る
と
'
可
能
性
と

し
て
は
'
こ
れ
は

｢大
伴
家
持
の
手
｣
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
｡
『
完
訳
』

は
'
｢こ
の
左
往
も
家
持
の
記
入
で
あ
ろ
う
｣と
指
摘
し
て
い
る
｡
と
共
に
､

｢此
歌
者
不
有
此
行
之
作
乎
｡
｣
と
疑
義
を
表
明
し
て
い
る
の
は
､
｢第
二

次
形
成
｣
(Ⅱ
)
の
増
補
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
も
あ
る
｡
こ
の
行
幸
時
の
詠
歌
で
は
な
い
可
能
性
を
指
摘
し
な
が
ら
も
'

こ
の
一
首
を
切
り
出
し
て

(即
ち
削
除
し
て
)
い
な
い
の
は
､
そ
こ
ま
で
す

ll
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12

る
こ
と
に
蹄
跨
す
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
っ
わ
ず
か
に
こ
の
左

往
を
書
き
加
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
O
こ
の

r第
四
次
形
成
｣

(Ⅳ
)
に
よ
っ
て
出
来
た
形
が
現
況
で
あ
る
｡
現
在
見
る
形
は
'
こ
の
四

段
階
を
経
て
い
る
こ
と
が
'
論
理
的
に
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
O

な
お
'
歌
群
全
体
に
冠
す
る
形
に
な
る
題
詞

｢十
二
年
庚
辰
冬
十
月
､

依
大
事
少
式
藤
原
朝
臣
康
嗣
謀
反
額
軍
'
幸
子
伊
勢
園
之
時
'｣
は
'
Ⅲ
か

Ⅳ
の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
付
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
｡
可
能
性
と
し
て

は
､

1
〇
三

一
番
歌
左
往
で

｢此
行
之
作
｣
と
い
う
こ
と
を
気
に
し
て
い

る
第
四
次

(Ⅳ
)
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
こ
の

｢依
大
事
少
式
藤
原
朝
臣
康

嗣
謀
反
蟹
軍
｣
と
い
う
の
は
､
当
時
に
お
け
る
一
般
的
な
歴
史
理
解
で
は

な
く
て
'
天
皇
行
幸
の
目
的
を
理
解
し
て
い
な
い
曲
解
に
基
づ
い
た
記
述

で
あ
る
が
､
若
い
内
舎
人
の
一
員
に
過
ぎ
な
っ
た
末
席
の
大
伴
家
持
に
と

っ
て
は
無
理
か
ら
ぬ
理
解
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
O

五
'
表
現
上
の
問
題
に
つ
い
て

お
く

ひ
と

お
も

し

て

さ
)LI
ゆ

ふ

と

こ
こ
で
'
当
該
歌
｢
後

れ
に
し
人

を
思

は
く
四

泥

の

埼

木

綿

取

り
L
で

さ
き
く

iCも

て
好

住

と
そ
念

ふ
｣
(6
二

〇
三
一
)
の
倭
歌
表
現
上
の
問
題
に
つ
い
て
確

謬
L
t
当
該
歌
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
'
押
さ
え
た
い
O

五

a､
｢お
く
る
｣
と
い
う
表
現
に
つ
い
て

動
詞

｢遅
る
｣
〒
二
段
)
の

『高
菜
集
』
中
で
の
用
例
は
二
十
七
例
あ

る
｡
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
と
､
｢後
に
残
っ
て
い
る
､
留
守
を
す
る
｣
と
い

う
意
味
用
法

(位
置
･
空
間
上
の
意
味
用
法
)
が
圧
倒
的
に
多
い
｡
そ
う
し
た

中
で
'
次
の
二
例
は
'
現
代
の

｢遅
れ
る
｣
と
い
う
時
間
上
の
用
法
と
同

じ
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
O

･
葦
屋
之

菟
名
負
虞
女
之

八
年
鬼
之

片
生
乃
時
従
-
中
略
…

打
歎

妹
之
去
者

血
沼
壮
士

某
夜
夢
見

取
次
寸

退
去
祁

礼
婆

倒
刊

菟
原
壮
士
伊

仰
天

叫
於
良
批

属
地

牙
喫

建
怒
而
･‥
下
略
-

(9
二

八
〇
九
､
高
橋
虫
麻
呂
)

･
春
雨
布

毛
延
之
楊
奈
疑
可

烏
梅
乃
花

登
母
ホ
於
久
礼
奴

常
乃
物
能
香
聞

(
17
二
二
九
〇
三
､
大
伴
奉
拝
)

｢後
に
残
っ
て
い
る
､
留
守
を
す
る
｣
と
い
う
意
味
用
法
か
ら
'
｢人
が

出
か
け
る
の
に
習

｣
と
い
う
派
生
用
法
が
出
来
､
恐
ら
く
そ
こ

か
ら
現
代
的
な
意
味
用
法

｢遅
れ
る
｣
が
出
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
Q
右
に
挙
げ
た
二
例
の
内
'
高
橋
虫
麻
呂
の

r見
菟
原
虞
女
墓
歌

l
首
｣
(9

二

八
〇
九
)
は
'
菟
名
負
虞
女
が
黄
泉

へ
の
旅
立
ち
を
血
沼
壮

士
に
夢
で
告
げ
て
逝
去
し
た
と
こ
ろ
'
血
沼
壮
士
が
そ
の
跡
を
追
う
形
で

逝
去
し
た
場
面
で
あ
り
､
｢
邸

軒

別
菟
原
壮
士
｣
の

r後
る
｣
は
,
ま
さ

に
｢遅
れ
を
と
る
｣
と
い
う
時
間
用
法
に
お
け
る
意
味
と
理
解
し
て
よ
い
｡

た
だ
し
､
こ
の
箇
所
の
理
解
に
つ
い
て
は
､
諸
注
に
お
い
て
'
揺
れ
が
あ

る
｡
『
注
釈
』
ま
で
の
諸
注
は
'
｢あ
と
に
残
っ
た
｣
｢後
に
残
さ
れ
た
｣
と

位
置
空
間
で
の
理
解
と
な
っ
て
い
る
｡
『大
系
』
本
は
'
『
注
釈
』
よ
り
早

い
本
で
あ
る
が
､
｢後
れ
た
｣
と
し
､
以
後
'
｢先
を
越
さ
れ
た
｣
(全
集
･

完
訳
･
薪
全
集
)､
｢死
に
お
く
れ
た
｣
(久
松
秀
歌
)､
｢後
れ
を
と
っ
た
｣
(集

成
･中
西
全
訳
注
･釈
注
)
と
時
間
上
の
解
釈
が
最
近
の
注
釈
書
の
主
流
と
な

12



二 に しな と 本時理位梅は 歌のの示い現『さ っ

ま て に

た
｢言

､

､雪及
ノ

｣

す
コ に る 連 な｣

I

ス 使 と

垂jqLノ

護…霊ヽ
-

)

■■■｣

『 雪 の

寓｣五

葉覇琶 る｢
』 -『

崇雲量義三 の｣上で多､､残

三一室テ_J=享享喜三幸-…三言-享享二三_13

エ

フ

毒
秦

敬
4
ヽ■■_ノ

し と る す と
て い

o
｣

い

雲量蓋書垂が

確 も 莫 大
､

雫蒜整翼東

毒宝冠垂芸

重宝萎蔓蔓
,A;毒筆誉手先 人 の こ こ

に の 者 と と
あ 行 の が を
る 為 行 出 表
作 と 為来 わ

っ
て
来
て
い
る
O
た
だ
し
へ
稲
岡
耕
二
氏
の
『
和
歌
文
学
大
系
』
本
は

｢残

さ
れ
た
｣
と
し
､
金
井
清

-
氏
の
『全
注
』
も

｢取
り
残
さ
れ
た
｣
と
L
t

『新
大
系
』
本
も

｢あ
と
に
残
さ
れ
た
｣
と
位
置
空
間
で
解
釈
し
て
い
て
'

現
今
に
お
い
て
も
解
釈
上
の
揺
れ
が
あ
る
Q
長
歌
で
あ
り
語
注
事
項
が
多

い
か
ら
で
あ
ろ
う
が
'
ど
の
本
に
も
語
注
は
無
く
て
'
そ
の
現
代
語
訳
で

示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
O
｢遅
る
｣
は
自
動
詞
で
あ
り
'
位
置
空
間
上

の
意
味
で
訳
す
の
で
あ
れ
ば
'
｢後
に
残
っ
た
｣
と
な
り
､
｢残
さ
れ
た
｣

の
解
は
無
理
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
意
味
か
ら
も
時
間
上
の
解
釈
の
方
が
こ
の

歌
に
お
い
て
は
無
理
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
｡

次
に
大
伴
書
特
に
よ
る
梅
花
を
詠
ん
だ
六
首
中
の
一
首
(
17
二
二
九
〇
三
)

や
なぎ

は
､
｢共
に
お
く
れ
ぬ
｣
と
い
う
打
ち
消
し
形
で
の
例
で
は
あ
る
が
'
楊

も

梅
も
共
に
'
春
雨
に

｢遅
れ
を
と
る
こ
と
は
な
い
｣
と
あ
っ
て
'
や
は
り

位
置
空
間
上
の
意
味
で
は
な
く
て
'
時
間
用
法
と
し
て
の
事
例
で
あ
る
と

理
解
で
き
る
｡
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
'
諸
注
に
お
い
て
揺
れ
る
こ
と
な
く

時
間
用
法
と
解
釈
し
て
い
る
が
'
語
注
が
無
い
中
で
'
わ
ず
か
に

『全
集
』

本
の
頭
注
に
､
｢梅
の
花
は
花
の
う
ち
で
最
初
に
咲
く
も
の
だ
が
'
そ
の
梅

と
共
に
遅
れ
ず
に
芽
を
出
す
-
｣
と
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
｡

お
く

お
く

田
中
重
太
郎
氏
は

｢空
間
的
な
｢
送

る
｣
か
ら
時
間
的
な
｢
遅

る
｣
に

な
っ
た
の
は
､
人
間
の
思
考
単
連
上
か
ら
み
て
も
嘗
然
で
あ
る
｣
と
指
摘

し
て
い
る

(注
16
)Q

な
お
､
参
考
ま
で
に
言
及
す
る
と
､
ノ
コ
ル

(遺
)
の
語
は
､
『高
菜
集
』

に
お
い
て
､
主
と
し
て

｢雪
｣
に
使
用
し
て
い
る

(｢雪
｣
五
例
､
｢は
だ
れ
｣

二
例
､
｢花
｣
一
例
)｡
ま
た
'
ノ
コ
ス

(逮
)
の
語
は
､
『黄
葉
集
』
に
お
い

こ

の
み

て
'
命
な
ど
に
使
用
し
て
い
る

(｢寿
｣
二
例
､
｢と
き
じ
く
の
か
ぐ
の

菓

子

｣

一

例
)O

お
く

ひ
と

当
該
歌
冒
頭
の
｢
後

れ
に
し
人

｣

に
お
け
る

｢お
く
る
｣
の
語
は
'
当

時
の
一
般
的
な
用
法
で
あ
る

｢都
に
残
っ
て
い
る
｣
｢留
守
を
し
て
い
る
｣

おく

ひと

の
意
味
で
あ
る
と
見
て
よ
く
､
｢
後

れ
に
し
人

｣

は
家
人

(あ
る
い
は
恋
人
)

と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

五
b
､
｢し
づ
｣と
い
う
表
現
に
つ
い
て

ゆ
ふ
と

当
該
歌
第
四
句
の

｢木
綿

取

り
L
で
て
｣
の

｢し
づ
｣
(下
二
段
)
の
語

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
.
こ
の
歌
が
､
そ
の
地
の
呼
称

｢四
滴
能
埼
｣

を
詠
み
こ
ん
で
お
り
､
そ
の
シ
デ
の
音
か
ら
第
四
句
の
｢木
綿
取
功
渦
而
｣

を
導
き
出
し
て
い
る
｡
言
う
な
ら
ば
､
そ
の
地
の
音
表
徴
か
ら
動
詞

｢し

づ
｣
に
転
じ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
｡
こ
の

｢し
づ
｣
(下
二
段
)
の
語
に

つ
い
て
は
､

し
で

｢於
下
枝
'
取
萄
白
丹
寸
手

･
青
丹
寸
手
而
｣
〔別
封
1詞
志~
倒
〕

(『古
事
記
』
上
巻
'
天
石
屋
戸
条
)

し

で

｢佐
加
支
波
仁
由
不
止
利
点

刃

々
-
-
｣
(榊
葉
に
木
綿
取
り
L
で
て
)

13

エ
フ

(神
楽
歌
4
)

と
い
っ
た
例
か
ら
'
｢祭
紀
の
場
合
に
木
綿

な
ど
を
垂
ら
す
こ
と

を
表
わ

す
｣
(『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』)
と
い
う
語
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来

る
｡
こ
れ
を

『高
菜
集
』
中
の
用
例
で
確
認
す
る
と
､
旅
中
の
者
の
行
為

と
い
う
よ
り
も
､
も
っ
ぱ
ら
'
都
に
お
い
て
留
守
を
守
る
家
人
の
行
為
と

し
て
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
｡
こ
こ
に
､
当
該
歌
は
'
旅
先
に
あ
る
作
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者
が
､
旅
程
の
地

｢四
泥
能
埼
｣
に
お
い
て
､
家
人
の
無
事
を
祈
っ
て
い

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
当
歌
の
特
異
な
側
面
が
浮
彫
り
と
な
っ
て
く
る
O
こ

の
こ
と
は
､
次
の

｢さ
き
く
｣
の
語
の
使
用
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
で
あ

る
〇

五
C
､
｢さ
き
く
｣と
い
う
表
現
に
つ
い
て

｢さ
き
く
｣
は
'
｢さ
き
く
あ
れ
｣
と
祈
る
語
で
あ
り
'
主
と
し
て
旅
の

無
事
を
祈
る
語
と
し
て

『高
菜
集
』
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
語
の

使
用
例
は
'
接
頭
辞

｢ま
｣
を
付
し
た
形
や
'
靴
語
形
の

｢さ
け
く
｣
｢さ

く
｣
を
含
め
て
､
『
黄
葉
集
』
に
は
三
五
例
ほ
ど
が
あ
る

(注
17
)O

さ
き
く
あ
れ

く
さ
ま
く
ら
た
び
ゆ
く
き
み
を
倒

蘭

刻

州
珂

和

と
い
は
ひ
べ
す
ゑ
つ
あ

が
と
こ
の
べ
に

(
17
･
三
九
二
七
'
大
伴
坂
上
郎
女
)

な
ど
は
'
こ
の

｢さ
き
く
｣
の
語
に
お
け
る
旅
の
安
全
を
祈
願
す
る
代
表

的
な
用
例
で
あ
る
｡
自
ら
が
自
身
の
旅
の
安
全
を
祈
願
す
る
と
い
う
目
視

の
用
例
も
何
例
か
あ
る
o
次
は
そ
う
し
た
も
の
の
i
例
で
あ
る
｡

さき
く
よけむ

いははし

た
る
み

みづ

命
を
し
司

司

と
石

流

る
垂

水

の
々

を
結
び
て
飲
み
つ

(7
･
二

四
二
㌧
作
者
未
詳
)

ま
た
'
対
象
物
が
人
間
で
は
な
い
前
擬
人
的
用
法
の
事
例
も
あ
る
｡

ささな
み

し
か

からさ
きさ
きく去
れど

楽

浪

の
思

賀

の
辛

碕

姻

朝

御

大
宮
人
の
船
ま
ち
か
ね
つ

(1
･
三
〇
､
柿
本
人
麻
呂
)

し
ち
さ
き

さ
き
く
あ
り

ま

か
ぢ
し
じ

ぬ

か
へり

白

埼

は

司

司

待
て
大
船
に
真

梶

繁

貫

き
又

顧

み
む

(9
二

六
六
八
､
柿
本
人
麻
呂
歌
集

(作
者
未
詳
)
)

旅
と
い
う
非
日
常
の
場
で
は
な
く
て
'
日
常
と
し
て
の
相
聞
往
来
に
お

け
る
事
例
も
あ
る
O

や
き

た

ち

へ

つ
か

さ
さ
く

絶
ゆ
と
云
は
ば
わ
び
し
み
せ
む
と
焼

大

刀

の
隔

付

ふ
事
は
司

や
吾

が
君

(4
･六
四
二
娘
子
)

こ
れ
は
､
湯
原
王
と
姓
氏
未
詳
の
娘
子
と
の
一
連
の
報
贈
詠

(4
･
六
三

7
-
六
四
二
)
中
の
7
首
で
あ
り
､
日
常
に
お
け
る
起
居
相
問
に
ご
く
近
い

事
例
で
あ
る
｡

こ
の
こ
ろ

い

か

h
ド
は
し
卜

わ

ぎ

も

相
ひ
見
ず
て
け
長
く
成
り
ぬ
比

日

は
奈

何

に
好

去

や
い
ふ
か
し
吾

妹

(4
･
六
四
八
'
大
伴
駿
河
麻
呂
)

こ
れ
は
大
伴
坂
上
郎
女
と
大
伴
駿
河
麻
呂
と
の
日
常
的
な
や
り
と
り
の

-
節
で
あ
り
'
｢右
坂
上
郎
女
者
'
佐
保
大
納
言
卿
之
女
也
o
駿
河
麻
呂
'

此
高
市
大
卿
之
孫
也
｡
雨
卿
兄
弟
之
家
､
女
孫
姑
姪
之
族
｡
是
以
題
歌
送

答
相
聞
起
居
｣
(4
･
六
四
九
左
往
)
と
い
う
著
名
な
説
明
が
あ
り
'
ま
さ
に

r送
答
瑚
問
現
職
｣
そ
の
も
の
の
詠
歌
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
o

ささく
いま

か
へ

き

こ

こ

我
が
せ
こ
は
司

座
す
と
遍
り
来
て
我
に
告
げ
来
む
人
も
来
ぬ
か
も

(
11
二
二
二
八
四
､
柿
本
人
麻
呂
歌
集
)

こ
の
歌
は
起
居
相
問
に
や
や
近
く
'
旅
中
安
全
祈
願
に
も
近
い
と
い
う

中
間
的
な
用
例
で
あ
る
｡

さ
て
'
旅
の
安
全
祈
願
と
い
う
こ
と
は
'
ご
く
当
然
の
行
為
と
し
て
理

解
さ
れ
よ
う
が
､
事
は

｢当
然
以
前
の
問
題
｣
で
あ
っ
た
｡
現
在
に
お
い

て
も
'家
を
離
れ
て
の
旅
に
は
危
険
が
つ
き
ま
と
う
｡
往
時
に
あ
っ
て
は
'

お
モ

交
通
事
故
の
倶
れ
こ
そ
無
か
っ
た
も
の
の
､
行
路
事
故
か
ら
'
追
い
剥
ぎ

被
害
な
ど
現
在
と
変
わ
ら
な
い
も
の
の
他
に
､
1
番
心
配
な
こ
と
と
し
て
'

風
土
病
に
躍
災
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
｡
風
土
病
を
端
的
に
言
い
表
わ
し
て

14
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い
る
の
は
'
今
の
言
葉
で

｢水
が
変
わ
る
｣
と
い
う
語
で
あ
る
｡
今
で
も
'

外
国
旅
行
に
お
い
て
の
生
水
摂
取
に
よ
る
腹
痛
は
常
態
の
こ
と
で
あ
る
が
'

往
時
に
お
い
て
は
､
生
水
に
含
ま
れ
る
細
菌
に
よ
る
雁
病
が

一
番
恐
ろ
し

い
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
｡
『高
菜
集
』
中
に
は
'
｢行
路
死
人
歌
｣

と
称
さ
れ
る

一
連
の
歌
が
あ
る
O
次
の
作
が
そ
れ
で
あ
る
.

･
讃
岐
狭
琴
嶋
視
石
中
死
人
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌

(2
･
二
二
〇
～
二
二
二
)

･
上
官
聖
徳
皇
子
出
遊
竹
原
井
之
時
見
龍
田
山
死
人
悲
傷
御
作
歌

(3
･四
一
五
)

･柿
本
朝
臣
人
麻
呂
見
香
具
山
屍
悲
働
作
歌

＼

(3
.
四
二
六
)

･
過
足
柄
坂
見
死
人
作
歌

(9

二

八
〇
〇
'
田
辺
福
麻
昌
之
歌
集
)

･
無
題
歌

(
13

二
二
三
三
五
～
三
三
三
八
､
作
者
未
詳
)

･
備
後
圃
神
嶋
落
調
使
首
見
屍
作
歌

(
13
二
二
三
三
九
～
三
三
四
三
)

-

*
-

*
-

*
-

*
-

*
-

･
河
連
宮
人
姫
嶋
松
原
見
嬢
子
屍
悲
嘆
作
歌

(2
二
三
八
～
二
二
九
)

･
河
連
宮
人
見
姫
嶋
松
原
美
人
屍
哀
働
作
歌

(3

･
四
三
四
～
四
三
七
)

多
田
み
や
子
氏
は
'

旅
の
途
中
な
ど
で
行
き
倒
れ
に
な
っ
た
死
者
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
｡

当
時
の
旅
の
困
難
な
状
況
の
中
で
'
病
や
事
故
に
倒
れ
た
も
の
は
'

そ
の
ま
ま
野
ざ
ら
し
に
な
る
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
｡
ま
た

例
え
人
里
近
く
で
倒
れ
て
も
'
部
外
者

へ
の
閉
鎖
性
ゆ
え
､
た
や
す

く
援
助
を
う
け
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
O
そ
し
て
'

死
｡
こ
う
し
て
死
ん
だ
人
間
は
､
当
然
'
恐
れ
の
対
象
と
な
る
Q
そ

れ
ゆ
え
の
鎮
魂
も
必
要
と
な
る
O
(注
l
)

と
指
摘
す
る
が
'
旅
を
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
'
｢行
路
死
人
｣
は
単
な
る

恐
れ
の
対
象
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
'
｢明
日
は
我
が
身
｣
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
｡
だ
か
ら
こ
そ
'
旅
先
に
お
け
る
妻
の
神
'
峠
の
神
と
い
っ
た
要

所
要
所
に
お
け
る
旅
中
安
全
祈
願
は
'
単
な
る
儀
式
以
上
の
切
実
な
も
の

が
あ
っ
た
｡
そ
の
こ
と
は
､
留
守
を
守
る
残
さ
れ
た
者
に
と
っ
て
も
ほ
ぼ

同
質
の
も
の
で
あ
っ
た
o
野
田
浩
子
氏
は
'
家
人
の
斎
戒
に
つ
い
て
'
次

の
よ
う
に
言
及
す
る
｡

家
人
の

｢斎
ひ
待
つ
｣
は
旅
の
歌
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
｡
家
人
の

｢斎
ひ
｣
の
お
陰
で
無
事
に
船
出
が
で
き
た
と
も
歌
わ
れ
(
20
･
四
四

〇
九
)､
旅
の
安
全
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
｡
-
中
略
-
家
の
中

を
旅
に
出
る
前
と
同
じ
状
態
に
保
ち
'
床
の
辺
に
斎
場
を
設
け
て
神

祭
り
の
装
束
で
神
の
加
護
を
祈
念
し
た
の
で
あ
る
｡
-
中
略
-
多
く

は
女
性
の
庇
護
者
が
行
な

っ
た
よ
う
だ
｡
妻
は
紐

･
帯
は
解
か
ず

(
20
･
四
四
l
三
な
ど
)､
袖
を
折
り
返
し
'
黒
髪
を
敷
い
て
寝
る
(
20
･

四
三
三
二
な
ど
､
日
常
の
独
り
寝
の
形
を
守
っ
た
｡
(注
19
)

と
こ
ろ
が
､
当
該
歌
に
あ
っ
て
は
､
旅
の
安
全
祈
願
で
は
な
く
て
'
旅

を
し
て
い
る
作
者
が
都
に
残
っ
て
い
る
家
人
の
安
全
を
祈
願
し
て
い
る
と

い
う
､
世
に
も
奇
妙
な

一
首
な
の
で
あ
る
｡

お
く

ひと

お
J

L
で

ささ
ゆ
ふ
と

さ

さ

く

わ
も

後

れ
に
し
人

を
思

は
く
四

泥

の
埼

木

綿

取

り
L
で
て
好

住

と
そ
念

ふ

(
6
二

〇

三こ

こ
れ
は

1
体
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
と
い
う
の

が
'当

歌
に
お
け
る
最
大
の
問
題
で
あ
る
｡

15
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16

六
､
お
わ
り
に

Ⅰ
行
幸
に
お
け
る
宴
の
歌

武
田
祐
吉
氏
は
'
｢旅
に
あ
っ
て
祭
を
し
て
家
人
の
無
事
を
祈
る
こ
と
は
'

集
中
往
々
に
し
て
見
え
る
｡
｣
(全
註
釈
)
と
言
及
す
る
(増
訂
版
も
同
文
)二
旅

に
あ
っ
て
｣
が

｢旅
を
し
て
い
る
家
人

(夫
)
が
あ
っ
て
｣
の
意
で
あ
れ

ば
よ
く
理
解
で
き
る
が
'
こ
の
注
は
当
歌
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
｡
往
々

に
し
て
見
え
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
が
残
る
が
'
当
歌
に
類
し
た

例
は
､
防
人
歌
に
見
ら
れ
る
｡

ち
は
や
ぶ
る
か
み
の
み
さ
か
に
ぬ
さ
ま
つ
り
い
は
ふ
い
の
ち
は
お
も

ち
ゝ
が
た
め

(
2
･
四
四
〇
二
､
信
濃
国
防
人
'
神
入
部
子
忍
男
)

同
様
の
詠
歌
に
'
常
陸
国
防
人
で
あ
る
倭
文
部
可
良
麻
呂
に
よ
る
長
歌

お
もちち

(
20
･
四
三
七
二
)
も
あ
る
｡
右
の
四
四
〇
二
番
歌
は
､
｢
母

父

｣

の
無
事

を
祈
願
し
て
い
る
L
t
四
三
七
二
番
歌
は

｢毛
呂
母
呂
波
佐
祁
久
等
麻
乎

須
｣
の
解
に
揺
れ
が
存
す
る
が
'
｢も
ろ
も
ろ
ヲ
バ
さ
け
く
と

(作
者
は
)

ま
を
す
｣
の
意
で
あ
る
と
理
解
す
る
と
､
家
郷
に
残
っ
て
い
る
父
母
を
主

と
し
た
諸
々
の
人
の
無
事
を
祈
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡
こ
う
し
た
中
に

当
歌
も
伍
す
こ
と
に
な
る
が
､
当
歌
の

｢後
れ
に
し
人
｣
と
は
'
｢後
る
｣

を
詠
む
歌
の
一
般
か
ら
す
る
と
､
父
母
と
い
う
よ
り
は
､
妻
な
い
し
は
妻

に
相
当
す
る
女
性
を
さ
し
て
の
表
現
に
な
る
｡

右
に

｢行
路
死
人
｣
歌
の
こ
と
を
挙
げ
た
が
､
防
人
歌
に
お
い
て
も
､

当
該
歌
に
お
い
て
も
'
行
路
上
何
の
心
配
も
な
い
と
い
う
旅
程
が
保
障
さ

れ
た
旅
に
お
け
る
詠
歌
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
出
来
る
｡防
人
に
あ
っ
て
は
､

引
率
者
が
い
て
'
行
路
も
食
糧
も
心
配
の
な
い
安
心
し
た
旅
程
で
あ
り
'

防
人
歌
は
そ
う
し
た
旅
程
で
の
詠
歌
で
あ
る
O
当
該
歌
の
場
合
に
は
'
行

幸
従
駕
と
い
う
'防
人
以
上
に
旅
の
上
で
何
の
心
配
も
な
い
旅
で
あ
っ
た
｡

即
ち
､
行
路
上
何
の
心
配
も
な
い
と
い
う
安
心
し
た
､
心
に
余
裕
を
も
っ

た
旅
に
お
け
る
歌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
､
ま
ず
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
O

｢シ
デ
の
崎
｣
の
歌
の
場
合
に
は
'

一
行
の
者
に
憂
哲
に
も
覆
い
か
ぶ

さ
っ
て
い
た
藤
原
康
嗣
の
事
変
に
関
し
て
'
逮
捕

･
処
刑
と
い
う
報
が
河

口
の
地
で
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
心
に
ゆ
と
り
を
持
て
た
と
い
う
こ

と
に
加
え
て
､
赤
坂
の
地
に
お
い
て
天
皇
よ
り

一
同
へ
の
叙
位
が
あ
り
'

軽
口
が
許
さ
れ
る
ま
で
に
安
心
感
が
戻
っ
た
段
階
で
の
詠
作
で
あ
る
｡

さ
て
'
木
綿
シ
デ
を
奉
っ
て
行
旅
の
安
全
を
祈
願
す
る
シ
デ
の
崎
の
地

に
お
い
て
'
旅
歌
の
詠
歌
の
枠
組
か
ら
離
れ
て
､
軽
口
を
た
た
く
歌
を
な

し
て
い
る
の
は
'
気
心
の
知
れ
た
者
同
士
に
よ
る
宴
席
に
お
け
る
詠
作
故

で
あ
る
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
｡
そ
の
意
味
に
お
い
て
'
詠
作

地
は

｢シ
デ
の
崎
｣
で
あ
る
が
'
実
際
の
披
露
地
は
宴
が
も
た
れ
た
狭
残

行
宮
(朝
明
行
宮
)
に
お
い
て
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
｡
な
お
'
｢シ
デ
の
崎
｣

の
地
に
つ
い
て
は
'
岡
田
登
氏
に
迩
太
川
の
所
在
に
関
す
る
考
究
の
中
に

お
い
て
若
干
の
言
及
が
あ
る

(注
20
)｡
そ
の
位
置
と
し
て
は
通
説
の

｢シ

デ
の
崎
｣
の
地
の
範
囲
を
出
る
も
の
で
は
な
く
'
従
来
の
志
氏
神
社
の
地

(四
日
市
市
大
宮
町
)
を
想
定
し
て
よ
い

(注
21
)｡

狭
残
行
宮
(朝
明
行
宮
)
に
お
け
る
宴
席
で
の
歌
と
な
る
と
'
大
伴
家
持
に

お
け
る
二
首
(6
二

〇
三
二
～
一
〇
三
三
)と
同
じ
時
の
作
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
'
そ
の
宴
の
場
は
異
な
り
'
大
伴
家
持
に
お
い
て
は
内
舎
人
同
士
の

宴
席
に
お
け
る
詠
作
で
あ
り
'
片
や
従
五
位
上
の
丹
比
真
人
家
主
は
そ
れ

16
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は七01注
､月 ○ 歌

蓋毒害琴

9o重要妄
ti:責監

i
_i-;･:&!i竺'.蓋

い こ

て ○ 八
の ○ 号
拙 ○

､

積 年 二

な
り
の
ハ
イ
ク
ラ
ス
の
宴
席
の
場
に
あ
っ
て
の
詠
作
に
な
る
｡
そ
う
し
た

場
に
お
い
て
何
首
も
の
歌
が
披
露
さ
れ
た
に
違
い
な
い
が
'
こ
の
多
治
比

家
主
の
歌
は
'
通
常
の
詠
作
と
は
異
な
る
と
い
う
珍
し
さ
か
ら
記
録
さ
れ

た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
天
皇
を
囲
ん
で
の
皐
宴
に
お
け
る
詠
作
で
あ

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
け
で
は
な
く
て
､
原
資
料
も

l
〇
三
〇
番
歌
と

■ノ

は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
索
で
は
な
い
が
'
索
に
近
い
気

楽
な
者
同
士
の
宴
に
お
け
る
笑
い
を
伴
う
詠
作
と
考
え
ら
れ
る
O
関
連
し

て
言
及
す
る
と
､
聖
武
天
皇
の
作
歌
(6

･
一
〇
三
〇
)も
'
そ
の
詠
作
地
は

｢潮
干
の
油
に
た
づ
鳴
き
渡
る
｣
と
い
う
光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来

る
地
に
お
い
て
の
作
で
あ
ろ
う
が
､
実
際
の
披
露
地
は
宴
の
も
た
れ
た
で

あ
ろ
う
赤
坂
行
宮
も
し
く
は
狭
残
行
宮
(朝
明
行
宮
)
で
あ
り
'
可
能
性
か
ら

す
れ
ば
､
狭
残
行
宮
(朝
明
行
宮
)
に
お
け
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
O

行
幸
宴
歌
に
つ
い
て
は
'
大
宝
元
年

(七
〇
一
)
九
月
か
ら

一
〇
月
に
か

け
て
の
文
武
天
皇
に
よ
る
紀
伊
行
幸

(持
続
太
上
天
皇
も
同
行
)
が
あ
り
'
こ

の
時
の
歌
が

『高
菜
集
』
に
二
1
首
収
載
さ
れ
て
い
る

(注
ss
)O
こ
れ
ら

の
歌
々
に
つ
い
て
､
道
中
で
の
歌
宴
に
お
い
て
披
露
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
指
摘
が
森
淳
司
氏

(注
ss)
や
村
瀬
憲
夫
氏

(注
E
)
に
よ
っ
て
な

さ
れ
て
い
る
｡

宴
の
開
催
の
さ
れ
方
は
､
天
平
十
二
年
時
と
異
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
し
､
ま
た
歌
宴
の
雰
囲
気
も
同
じ
も
の
と
は
言
え
な
い
が

(注
25
)'

行
幸
に
お
け
る
歌
宴
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
同
じ
も
の
が
あ
る
｡
ま
さ

に

｢行
幸
宴
歌
の
世
界
｣
と
称
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
｡
当
該
歌
は
'
聖

武
天
皇
に
よ
る
天
平
十
二
年

(七
四
〇
)
の
行
幸
で
あ
り
'
歴
史
的
背
景
も

異
な
れ
ば
行
幸
の
従
駕
構
成
も
異
な
っ
て
い
る
C
し
か
し
な
が
ら
､
そ
う

し
た
行
幸
の
行
程
途
上
に
お
い
て
'
度
々
宴
席
が
張
ら
れ
'
詠
歌
が
披
露

さ
れ
'
そ
の
一
部
が

『高
菜
集
』
に
記
録
さ
れ
て
今
に
残
っ
た
と
把
握
で

き
る
も
の
で
あ
る
｡
当
歌
は
そ
う
し
た

一
駒
で
の
作
品
で
あ
る
と
位
置
付

け
ら
れ
よ
う
｡

な
お
'
研
究
会
の
席
上
に
お
い
て
'
榎
村
寛
之
氏
か
ら
､

一
〇
三

t
番

歌

r後
ホ
之
人
乎
思
久
し
の

r後
ホ
之
｣
に
つ
い
て
'
こ
の
行
幸
が
恭
仁

京
遷
都
を
念
頭
に
お
い
て
の
行
旅
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ハ
イ
ク
ラ
ス
で

あ
る
作
者
丹
比
真
人
家
主
は
出
立
前
か
ら
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
t

と
い
う
提
起
が
あ
っ
た

(山
田
雄
司
氏
か
ら
も
類
同
の
指
摘
あ
り
)｡
即
ち
､
こ

お
く

う
い
う
前
程
を
置
く
と
'
r
後

れ
に
L
L
と
は
'
単
に
行
旅
上
都
に
残
っ
た

と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
､
都
と
共
に
捨
て
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

よ
う
な
語
感
を
含
む
こ
と
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
｡
当
稿
は
そ
の
解
釈

を
取
る
も
の
で
は
な
い
が
へ
こ
の
よ
う
な
面
白
い
別
解
が
存
在
す
る
こ
と

を
こ
こ
に
披
露
し
て
'
結
び
と
し
よ
う
｡
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注1

歌
群
全
体
と
し
て
｢行
宮
作
歌
敦
｣
(『三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
7
八
号
､
二

〇
〇
七
年
六
月
)
が
あ
り
､
ま
た
『東
海
の
万
葉
歌
』
(お
う
ふ
う
'
二
〇
〇
〇
年

七
月
)
に
お
け
る
廉
岡
担
当
に
よ
る
該
当
各
項
目
が
あ
る
｡
各
歌
に
つ
い
て
の
拙
稿

は
､
以
下
の
通
り
｡
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大
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詞11こ本さ県災鳥10-9を年｢の語論な々妄な87-及6年

｢

市 い

､が
吉 同

メ｢ハ
持(

半刊 琵苦
七 行
､と い う
明 思 て

)

治 し こ に
三い

日 宴お

ヽ

- の

八 『

o

至葦今蒜夏雲姦義妄言宍.設置芸窄ス芸宗吾書芸
18

一
〇
二
九
-

｢天
平
の
風
流
｣
(『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
六
号
､
二
〇

〇
五
年
六
月
)｡

I
〇
三
〇
-

｢｢吾
乃
松
原
｣
に
つ
い
て
｣
(『
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』

三

一
巻
二
号
､

1
九
八
〇
年
三
月
)｡

1
〇
三
二

-
｢狭
残
行
宮
に
お
け
る
大
伴
家
持
詠
に
つ
い
て
｣
(『
三
重
大
学
日

本
語
学
文
学
』

1
六
号
'
二
〇
〇
五
年
六
月
)0

一
〇三
三
-

｢狭
残
行
宮
に
お
け
る
大
伴
家
持
詠
に
つ
い
て
｣
同
右
〇

一
〇
三
四
-

｢多
度
山
美
泉
と
田
跡
河
の
瀧
｣
(三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
学

科
紀
要

『
人
文
論
叢
』
二
七
号
'
二
〇
一
〇
年
三
月
刊
行
予
定
)o

l
〇
三
五
-

｢多
度
山
美
泉
と
田
跡
河
の
瀧
｣
同
右
O

一
〇
三
六
-

｢｢関
｣
歌
の
様
相
｣
(『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』

7
九
号
､

二
〇
〇
八
年
六
月
)0

2

影
山
尚
之

｢聖
武
天
皇

｢東
国
行
幸
時
歌
群
｣
の
形
成
｣
(『
解
釈
』
三
八
巻
八
号
'

一
九
九
二
年
八
月
)｡
新
沢
典
子

｢歌
に
示
さ
れ
た
聖
武
朝
史

1
巻
六

二

〇
二

九
～
四
三
の
配
列
を
め
ぐ
っ
て
-
｣
(『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
九
七
号
'
二
〇

〇
五
年

一
二
月
)｡

3

『
校
本
黄
葉
集
』
四

(岩
波
書
店
､

1
九
三

一
年
九
月
)o
『
校
本
黄
葉
集
』
新
増

補
十
三

(岩
波
書
店
､

I
九
八

1
年
三
月
)0

4

｢定
本
黄
葉
集
巻
第
六
別
記
｣
(『
定
本
黄
葉
集
』
二
､
岩
波
書
店
､
I
九
四
二
年

四
月
)O
｢
口
頭
言
語
と
書
記
言
語
｣
(『
日
本
語
の
歴
史
』
3
'
平
凡
社
､
1
九
六
四

年
四
月
)｡
小
島
憲
之

｢語
の
性
格

-
外
来
の

｢俗
語
｣
を
中
心
と
し
て
-
｣
(境

田
教
授
喜
寿
記
念
論
文
集

『
上
代
の
文
学
と
言
語
』
境
田
教
授
喜
寿
記
念
論
文
集
刊

行
会
'

一
九
七
四
年

二

月
)
五
四
九
頁
｡
正
倉
院
蔵
の

『
社
家
立
成
雑
書
要
略
』

(大
尾
箇
所
)
に
も

｢唯
顧
好
々
住
々

(=
好
住
好
住
)
｣
と
あ
る

(昭
和
五
七
年

正
倉
院
展
図
録
､

一
二
八
頁
､
参
照
)0

5

島
久

･
森
山
隆
編

『黄
葉
集
』
(桜
楓
社
'
初
版

7
九
七
二
年
E
]月
'

1
九
八
五

年
二
月
の
補
訂
重
版
に
よ
る
)0

6

注
1
所
引
の

『
東
海
の
万
葉
歌
』
(お
う
ふ
う
)
に
お
け
る

｢四
泥
の
崎
｣
の
項

及
び
｢狭
残
行
宮
に
お
け
る
大
伴
家
持
詠
に
つ
い
て
｣
(『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』

1
六
号
)0

7

吉
井
巌

『
高
葉
集
全
注
』
巻
第
六

(有
斐
閣
､

一
九
八
四
年
九
月
)0

8

早
く
本
居
宣
長
に
指
摘
が
あ
る
｡
｢凡
て
詔
ハク
云
々
､
日
ク
云
々
､
白
サク
云
々

ノリ
タ
マ
ハク
イ
ハク
マ
ヲサ
ク

シ
カ

な
ど
あ
る
文
を
訓
ム
に
は
'
先
ッ
初
メ
に

詔

目

白

と

よ
み
て
'
そ
の

云

シ
カ

ト
ノ
リ
タ
マ

フ

ト

イ
ヘ
リ

ト
マ
ヲ
ス

々

の
語
の
終
り
に
､
又
ふ
た
1
び
､
登

能

理

多

麻

布

'
登

伊

幣

理

'
登

麻

蓑

額

､

ヨミ
ツク

サ
ダ
マリ

な
ど
ゝ
云
フ
辞
を
訓

附

る

ぞ
古
語
の

格

な
る
｣
(
『
古
事
記
侍
』
｢古
記
典
等
総

論
-
訓
法
の
事
｣
)O
小
林
芳
規

｢黄
葉
集
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
の
影
響
し
(
『
園

語
草
』
五
八
帝
､
7
九
六
四
年
九
月
'
同
氏

『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
譲

の
圃
語
史
的
研
究
』
に
加
筆
所
収
)O
錦
練
浩
文

｢高
橋
虫
麻
呂
の
表
現
方
法

-

｢語
ら
く

『
～
』
｣
式
の
引
用
を
め
ぐ
っ
て
1
｣
(高
菜
学
会
全
国
大
会
､
二
〇
〇
八

年

一
〇
月

一
八
日
発
表
)｡
所
引
用
例
は

『
要
項
集
』
所
収
の
同
氏
発
表
レ
ジ

ュ
メ

を
参
照
し
た
｡

9

松
崎
英

一
｢続
紀
位
階
記
事
の
誤
謬

･
矛
盾
｣
(『
続
日
本
紀
研
究
』

一
八
七
号
t

I
九
七
六
年

一
〇
月
)
0

10

鹿
持
雅
産
の

『
黄
葉
集
古
義
』
稿
本

(即
ち
'
原
本
)
は
､
そ
の
後
半
部

(飛

鳥
井
本
)
が
'
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
時
に
､
関
東
大
震

災
に
遭
い
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
｡
し
か
し
な
が
ら
､
前
半
の
九
巻
分
が
土
佐

(高
知

県
)
の
山
内
家
に
残
存
し
､
そ
の
後
'
山
内
文
庫
と
し
て
高
知
県
立
図
書
館
に
寄
託

さ
れ
'
現
存
し
て
い
る

(当
該
箇
所
の
巻
第
六
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
)｡
こ
の
原

本
複
製
が
､
高
知
県
文
教
協
会
よ
り

一
九
八
三
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
｡
今
'

こ
れ
に
よ
っ
た
｡

11

こ
の
本
に
奥
付
の
類
は
無
い
が
同
時
刊
行
と
思
し
い
鹿
持
雅
産
の

『
黄
葉
集
枕

詞
解
』
の
奥
付
に
は
､
｢東
京
市
へ
吉
川
半
七
､
明
治
三
十

一
年

(
1
八
九
八
)
十

18
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伽
'

藍 注

縁 2

井 引

雷撃 琶
資 に 頃

の

刊
行

笥 と
大 推
日 定
本 出

古 来

文 る

至 高
版

本

至
と

貴
重 ≡重量≡享童三三≡≡≡:i:-子≒さ≡享毒…
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せ2524創23『伊-2221料20誠19作論い多二社18
17六16正

る

墓要○ 讐

蒜警 の

要撃喜一
い毒

､と 研 る
-

し 究 が
九､

』
氏 紀i

o

史 勉 巻

19

月
発
行
｣
と
な
っ
て
お
り
､
同
じ
頃
の
刊
行
と
推
定
出
来
る

(再
版
本
奥
付
に
よ
り

｢七
月
｣
と
判
明
す
る
)｡

12

該
当
条
の
全
文
は
以
下
の
通
り
｡

O
T
酉
(十
四
日
)
､
進
至
鈴
鹿
郡
赤
坂
頓
宮
｡
○
甲
辰
(二
十

一
日
)
'
詔
'
陪
従
文

武
官
井
騎
兵
及
子
弟
等
､
賜
爵
人

一
級
｡
但
廃
兵
父
者
､
錐
不
在
陪
従
､
賜
爵
二
級
｡

授
従
二
位
橘
宿
祢
諸
兄
正
二
位
､
従
四
位
上
智
努
王
･
塩
焼
王
並
正
四
位
下
'
従
四

位
下
石
川
王

･
長
田
王
･
守
部
王

･
道
祖
王

･
安
宿
王
･
黄
文
王
並
従
四
位
上
､
天

位
山
背
王
従
四
位
下
､
従
五
位
下
矢
釣
王
･
大
井
王
･
茨
田
三
並
従
五
位
上
､
従
四

位
上
大
原
真
人
高
安
正
四
位
下
'
正
五
位
下
紀
朝
臣
麻
路

･
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
並
正

五
位
上
'
従
五
位
上
下
道
朝
臣
真
備

･
佐
伯
宿
祢
清
麻
呂

･
佐
伯
宿
祢
常
人
並
正
五

位
下
'
従
五
位
下
司

川劇
別封

･
阿
倍
朝
臣
吾
人

･
多
治
比
真
人
牛
黄

･
大
伴

宿
祢
砧
倍
備

･
百
済
王
全
福

･
阿
倍
朝
臣
佐
美
麻
呂

･
阿
倍
朝
臣
虫
麻
呂

･
藤
原
朝

臣
八
束

･
楠
宿
祢
奈
良
麻
呂
並
従
五
位
上
'
正
六
位
上
多
治
比
真
人
木
人
･
藤
原
朝

臣
滑
河
'
外
従
五
位
下
民
忌
寸
大
揖
並
従
五
位
下
'
外
従
五
位
下
菅
生
朝
臣
古
顔

呂
･紀
朝
臣
鹿
人
･宗
形
朝
臣
赤
麻
呂
･引
田
朝
臣
虫
麻
呂
･物
部
依
羅
朝
臣
入
会

･

高
麦
太

･
大
蔵
忌
寸
広
足
･
倭
武
助

･
村
国
連
子
虫
並
外
従
五
位
上
'
正
六
位
上
当

麻
真
人
広
名

･
紀
朝
臣
広
名

･
笠
朝
臣
蓑
麻
呂

･
小
野
朝
臣
綿
羊

･
牧
田
忌
寸
安
麻

呂

･
秦
前
大
魚

･
文
忌
寸
黒
麻
呂

･
日
枝
造
大
田
･
守
都
連
牛
養

･
酒
波
人
麻
呂
､

外
少
初
位
上
壱
志
君
族
古
麻
呂
並
外
従
五
位
下
｡
○
乙
巳
(二
十
二
日
)'
賜
五
位
巳

上
組
各
有
差
o
O
丙
午
(二
十
三
日
)
､
従
赤
坂
発
､
到
朝
明
郡
｡

(
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
年
(七
四
〇
)十
一
月
'
赤
坂
頓
宮
粂
)

13

城
崎
陽
子

｢｢今
案
｣
と
記
す
こ
と
1
万
葉
集
の
編
纂
論
に
む
け
て
I
｣
(『
国
華

院
大
挙
紀
要
』
四
二
巻
'
二
〇
〇
四
年
二
月
'
同
氏

『
万
葉
集
の
編
纂
と
享
受
の
研

究
』
'
所
収
)

14

新
沢
典
子
'
注
2
所
引
論
考
に
同
じ
｡

15

｢大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
材
帳
｣
(『
大
日
本
古
文
書
』
二
､
六
五
四
頁
｡

正
暦
寺
所
蔵
文
書
)

16

田
中
重
太
郎

｢
｢お
く
る
｣
(送
る

･
後
る
)
の
額
生
｣
(『
国
語
国
文
』

〓

巻

六
号
､

一
九
四

一
年
六
月
)｡

17

三
二
〇
四
番
歌
第
二
句
中
の

｢無
毒
｣
を
通
常

｢さ
き
く
｣
と
訓
ん
で
い
る
が
'

こ
の
訓
の
如
何
に
よ
っ
て
は
'
用
例
数
が

一
例
減
ず
る
こ
と
に
な
る
｡

18

多
田
み
や
子

｢行
路
死
人
敢
｣
(古
代
文
学
講
座
5

『
旅
と
異
郷
』
所
収
､
勉
誠

社
'

一
九
九
四
年
八
月
'
同
氏

『
古
代
文
学
の
諸
相
』
所
収
)｡
｢河
連
宮
人
-
｣
の

二
歌
群

(2
二

三

八
～
二
二
九
'
3
･
四
三
四
～
四
三
七
)
を
別
置
し
た
の
は
､

多
田
み
や
子
氏
が
相
聞
的
表
現
に
終
始
し
た
異
質
な
歌
群
で
あ
る
と
位
置
付
け
て

い
る
こ
と
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
な
お
､
｢行
路
死
人
歌
｣
に
関
す
る
代
表
的
な

論
考
は
'
右
の
多
田
み
や
子
論
に
記
載
が
あ
る
と
共
に
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と

作
品
』
第
二
巻
の
巻
末
に
人
麻
呂
の

｢石
中
死
人
歌
｣
に
つ
い
て
の
論
が
載
る
｡

19

野
田
浩
子

｢古
代
の
旅
人
た
ち
｣
(古
代
文
学
講
座
5
『
旅
と
異
郷
』
所
収
､
勉

誠
社
'

一
九
九
四
年
八
月
､
同
氏

『
万
葉
集
の
叙
景
と
自
然
』
所
収
)｡

20

岡
田
登

｢壬
申
の
乱
及
び
聖
武
天
皇
伊
勢
巡
幸
と
北
伊
勢
｣
(皇
畢
館
大
学

『史

料
』

1
九

1
号
'
二
〇
〇
四
年
六
月
)｡

21

虜
岡
義
隆

r四
舵
の
崎
｣
(『
東
海
の
万
葉
歌
』
お
う
ふ
う
､
二
〇
〇
〇
年
七
月
).

22

こ
の
行
幸
宴
歌
二

一
首
は
以
下
の
通
り
｡
1
･
五
四
～
五
六
'
2
二

四
三
-

1
四
四
'
2
二

四
六
'
9
･
〓
ハ
六
七
-
1
六
八

二

村
瀬
憲
夫

｢大
宝
元
年
紀

伊
国

(牟
婁
温
湯
)
行
幸
歌
群
を
め
ぐ
っ
て
｣
(初
発

一
九
八
六
年

二

月
｡
同
氏

『
紀
伊
万
葉
の
研
究
』
所
収
､
和
泉
書
院
)
に
よ
る
0

2
3

森
淳
司

｢巻
九

･
大
宝
元
年
紀
伊
国
行
幸
従
駕
歌
群
の
考
察
｣
(『
黄
葉
研
究
』

創
刊
号
'

1
九
七
八
年

一
月
)0

24

村
瀬
憲
夫
'
注

22
所
引
論
考
に
同
じ
｡

25

村
瀬
憲
夫
氏
は
注
22
の
論
に
お
い
て
｢違
算
的
な
気
分
が
漂
っ
て
い
る
｣と
し
､

ま
た
そ
の
論
を
受
け
て
展
開
し
て
い
る

『
万
葉
の
歌
9
和
歌
山
』
(保
育
社
'

一
九
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れ 八

や 六

か 年
な 八
気 月

草書
BJEi
( か
七 な
一

気
頁 分
)

を
と 漂
あ わ
る せ
o

て

しヽ

る
｣

⊂i■一

七
○

岳
il■■

は

射 ら 露勢い 三 通
意 有 し 湾

o

､美 記

姦悪表姦孟宗喜
す示示 野人 宗志

妻慧要撃墨壷重
く榎 に 会 ら

一

筆筆墨喜登琴萱
壷毒筆蔓垂妻芸

20

八
六
年
八
月
)
に
お
い
て
も

｢華
や
か
な
気
分
を
舞
わ
せ
て
い
る
｣
(七
〇
頁
)
､
｢は

れ
や
か
な
気
分
を
反
映
し
て
い
る
｣
(七

一
頁
)
と
あ
る
.

追
記美
夫
君
志
会
二
〇
〇
九
年
四
月

1
二
日
の
例
会
の
席
上
､
大
浦
誠
士
'
菊
川
恵

三
'
小
林
宗
治
､
佐
藤
隆
の
各
氏
か
ら
教
示
を
得
た
｡
こ
こ
に
'
謝
意
を
表
し
た

い
｡
こ
の
人
数
の
多
い
美
夫
君
志
例
会
と
共
に
'
小
人
数
に
よ
る
三
重
大
学

｢伊

勢
湾

･
熊
野
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
｣
に
お
い
て
､
二
〇
〇
九
年
五
月

一
四
日
に
披

露
L
t
教
示
を
仰
い
だ
o
こ
.の
席
で
榎
村
寛
之
'
塚
本
明
､
山
田
雄
司
の
各
氏
か

ら
有
益
な
示
唆
を
得
'
当
稿
を
大
き
く
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
｡
衷
心
よ
り

酎
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
｡

[ひ
ろ
お
か

よ
し
た
か

本
学
教
員
]
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